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大
阪
国
際
学
園
理
事
長
奥
田
吾
朗

「
親
の
背
中
」

昨
今
、
若
年
層
に
よ
る
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
、
子
供

へ
の
虐
待
、
子
育
て
放
棄
、
範
と
な
る
べ
き
警
察
官
や
公
務
員
の
飲
酒
運

転
な
ど
が
多
発
し
て
い
る
。
昔
の
日
本
で
は
、「
親
は
子
を
慈
し
む
。
子

は
親
を
大
切
に
す
る
。
年
寄
り
を
敬
う
。
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
な
ど
、

社
会
生
活
を
送
る
上
で
の
ル
ー
ル
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
、
家
庭

や
地
域
、
学
校
、
職
場
で
教
え
ら
れ
、
守
ら
れ
て
き
た
。
今
の
日
本
の
社

会
で
は
、
そ
の
当
た
り
前
の
ル
ー
ル
が
軽
ん
じ
ら
れ
、
見
失
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

昔
か
ら
、「
親
の
背
中
を
見
て
子
供
は
育
つ
」
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

果
た
し
て
日
本
社
会
全
体
が
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に

見
習
っ
て
ほ

し
い
親
の
背
中

を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

戦
後
最
年
少
首
相
が
、

歳
の
若
さ
で
誕
生
し
た
。
新
首
相
は
「
美
し

い
国
、
日
本
」
を
掲
げ
、「
日
本
を
世
界
の
人
々
の
あ
こ
が
れ
と
尊
敬
を

い
だ
く
、
そ
し
て
子
供
た
ち
の
世
代
が
自
信
と
誇
り
の
持
て
る
国
」
を
目

指
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
教
育
に
つ
い
て
は
、「
家
族
、
地
域
、
国
、

そ
し
て
命
を
大
切
に
す
る
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備
え
た
規
律
あ

る
人
間
の
育
成
」
と
「
全
て
の
子
供
に
高
い
学
力
と
規
範
意
識
を
身
に
つ

け
る
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
」
を
唱
え
て
い
る
。

明
治
維
新
以
来
、
日
本
を
訪
れ
た
欧
米
列
強
が
日
本
人
と
接
し
、
こ
の

国
の
人
達
は
一
般
庶
民
に
至
る
ま
で
礼
儀
正
し
く
、
節
度
の
あ
る
素
晴
ら

し
い
国
民
性
を
持
っ
て
い
る
と
評
し
た
と
い
う
。
新
首
相
の
方
針
も
、
日

本
人
の
持
っ
て
い
た
良
い
と
こ
ろ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
危
機
感
を

抱
い
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

本
学
園
は
「
建
学
の
精
神
で
あ
る
『
全
人
教
育
』
を
基
礎
と
し
て
、
礼

節
を
重
ん
じ
、
世
界
に
通
じ
る
心
豊
か
な
人
間
の
育
成
」
を
理
念
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
単
に
知
識
や
技
術
だ
け
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
社
会

生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
規
律
、
規
範
を
身
に
付
け
さ
せ
る
躾
を
行
な
う

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
。
我
々
教
職
員
は
、
学
校
で
は
勿
論
、
日

常
の
私
生
活
を
含
め
、
子
供
達
の
手
本
と
な
る
「
親
の
背
中
」
を
見
せ
る

よ
う
、
日
々
心
が
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
設
置

新
た
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
ビ

ジ
ネ
ス
学
部
は
経
営
デ
ザ
イ
ン
学
科

（
入
学
定
員

名
）と
経
済
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
（
入
学
定
員

名
）
の

学
科
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

経
営
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
事
業

承
継
者
、
起
業
家
及
び
、
経
営
管
理

者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
経

営
の
基
本
と
応
用
能
力
を
身
に
つ
け
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
指
導
力
を
発
揮
で

き
る
能
力
を
持
つ
人
材
の
養
成
を
教

育
目
標
と
し
て
い
る
。
同
学
科
に

つ
の
コ
ー
ス
を
設
け
、
起
業
家
養
成

コ
ー
ス
で
は
、
経
営
実
務
に
重
点
を

置
い
た
実
践
的
な
教
育
を
行
う
と
と

も
に
、
経
営
学
検
定
や
貿
易
実
務
検

定
、
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
検
定
と
い
っ
た

資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

経
営
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
で
は
、

販
売
実
務
や
商
品
企
画
、
広
告
・
宣

伝
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
販
売
士

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
検
定
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
検
定
な
ど
の
資
格

取
得
を
目
指
し
て
い
る
。

設
け
、
経
済
コ
ー
ス
で
は
、
経
済
学
、

税
法
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
関
し
て
学
ぶ
と
と
も
に
、

経
済
学
検
定
や
各
種
証
券
資
格
の
取

得
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
会
計
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス
で
は
、
簿
記

や
会
計
学
、
税
法
に
関
す
る
諸
知
識

を
学
ぶ
と
と
も
に
簿
記
検
定
や
税
理

士
と
い
っ
た
資
格
取
得
を
目
指
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

現
代
社
会
学
部
の
設
置

現
代
社
会
学
部
は
情
報
デ
ザ
イ
ン

学
科
（
入
学
定
員

名
）
と
法

律
政
策
学
科（
入
学
定
員

名
）

の

学
科
で
構
成
さ
れ
る
。

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
情
報

化
社
会
に
お
い
て
先
端
の
情
報
技
術

や
表
現
技
術
を
駆
使
し
、
自
由
に
新

し
い
デ
ジ
タ
ル
文
化
を
創
造
で
き
る

人
材
の
育
成
を
教
育
目
標
と
し
て
い

る
。
同
学
科
に

つ
の
コ
ー
ス
を
設

け
、
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

で
は
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
表
現
法
を

学
ぶ
と
と
も
に

検
定
、

ク
リ
エ
ー
タ
ー
能
力
検
定
や
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
検
定
と
い
っ
た
資
格
取
得

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
シ
ス
テ
ム

設
計
や
情
報
技
術
と
い
っ
た

に

関
す
る
専
門
的
技
能
を
身
に
つ
け
る

と
と
も
に
、

検
定
、
シ
ス
テ
ム

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
や
情
報
技
術

者
と
い
っ
た
資
格
取
得
を
目
指
し
て

い
る
。

法
律
政
策
学
科
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
情
報
化
時
代
に
お
い
て
、
現

代
社
会
が
抱
え
る
課
題
に
政
策
的
思

考
に
よ
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
企
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
を
教
育
目
標
と

し
て
い
る
。
同
学
科
に

つ
の
コ
ー

ス
を
設
け
、
法
律
行
政
コ
ー
ス
で
は
、

企
業
に
お
け
る
法
律
実
務
や
国
や
自

治
体
の
行
政
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
と

と
も
に
、
法
学
検
定
や
ビ
ジ
ネ
ス
法

務
検
定
、
知
的
財
産
検
定
と
い
っ
た

資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た

総
合
政
策
コ
ー
ス
で
は
、
企
業
・
地

域
・
国
際
の
安
全
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
関
し
て
学
習
す
る
と
と
も

に
、
行
政
書
士
、
防
災
士
、
環
境
管

理
士
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
い
っ
た
資
格
取
得
を
目
指
し

て
い
る
。

短
期
大
学
部
新
学
科
構
想

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
（
入

学
定
員

名
）
で
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
野
を
持
ち
、
暮
ら
し
や
社
会

の
変
化
に
対
応
で
き
る
知
識
・
能
力

を
備
え
、
こ
れ
ら
の
資
質
を
も
と
に
、

企
業
社
会
は
も
と
よ
り
、
家
庭
、
地

域
社
会
、
国
際
交
流
に
貢
献
で
き
る

人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
教
育
目
標

と
し
て
い
る
。
同
学
科
で
は

コ
ー

ス
を
設
け
、
受
験
生
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
。

各
コ
ー
ス
に
お
け
る
教
育
の
特
色

は
、
栄
養
士
コ
ー
ス
で
は
栄
養
士
養

成
を
目
的
と
し
て
、
栄
養
士
免
許
お

よ
び
栄
養
教
諭
（

種
）
免
許
が
取

得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
備
え
て

い
る
。
ま
た
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
で
は
食
や
福
祉
・
心
理
・
医
療
に

関
し
て
学
ぶ
と
と
も
に
中
学
校
教
諭

種
免
許
（
家
庭
科
）
や
訪
問
介
護

員
（

級
）
と
い
っ
た
資
格
取
得
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
総
合
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ス
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
務
的

教
育
を
行
う
と
と
も
に
秘
書
士
や
販

売
士
と
い
っ
た
資
格
取
得
を
目
指
し

た
教
育
を
展
開
す
る
。
ま
た
観
光
・

英
語
コ
ー
ス
で
は
観
光
実
務
や
英
語

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能

力
を
高
め
、
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。
さ

ら
に
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス
で
は
情
報
処
理
に
関
す
る
知

識
・
技
能
を
付
与
す
る
と
と
も
に
情

報
処
理
に
関
す
る
各
種
資
格
取
得
を

目
指
す
教
育
を
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
施
設
面
で
も
こ
れ
ま
で
の
調
理

実
習
室
に
加
え
、
新
た
に
実
習
室
を
増

設
す
る
な
ど
教
育
環
境
面
に
つ
い
て
も

整
備
を
進
め
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

学
長
補
佐
（
将
来
計
画
担
当
）

石
井

滋

大
阪
国
際
滝
井
高

等
学
校
で
は
、
平
成

年
の
校
名
変
更
に

伴
っ
て
制
定
さ
れ
て

以
来

年
間
続
い
て

き
た
制
服
を
切
り
替

え
、
来
年
度
よ
り
新

し
い
も
の
と
す
る
。

こ
れ
は
、
平
成

年

度
よ
り
普
通
科
に
設

置
す
る
『
体
育
・
吹
奏
楽
コ
ー
ス
』

の
新
コ
ー
ス
に
併
せ
、
新
生
滝
井
高

校
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

新
制
服
は
、
白
の
ブ
ラ
ウ
ス
に

タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
ス
カ
ー
ト
、

そ
し
て
チ
ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
の

つ

ボ
タ
ン
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
、
紺
色
に

え
ん
じ
色
と
白
色
の
ス
ト
ラ
イ
プ
が

入
っ
た
リ
ボ
ン
を
付
け
る
も
の
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
・
コ
ム
サ

デ
モ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
レ
ー
ベ
ル
を
採

用
。「

凛
と
し
て
美
し
い
学
校
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
制
服
で
表
現
し
て
お
り
、

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
じ
め
入
試
説

明
会
等
で
は
中
学
生
の
み
な
ら
ず
保

護
者
か
ら
も
人
気
を
博
し
て
い
る
。

大
阪
国
際
大
和
田
幼
稚
園
で
は
、

保
護
者
ら
の
要
望
も
あ
り
、
来
年
度

か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
バ
ス
は
、
蒸
気
機

関
車
『

』
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
お
り
、
赤
色
と
青
色
は
、
幼

稚
園
生
活
の
楽
し
さ

を
、
黄

色
は

未
来
へ
羽
ば
た
く
明
る

さ

を
、
黒
色
は

力
強
さ

を
表
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
運
行
を
前
に
、
今

秋
に
は
い
も
掘
り
の
園
外
保
育

に
出
か
け
、
早
く
も
活
躍
場
面

を
広
げ
て
園
児
か
ら
も
大
好
評
。

安
全
と
安
心
を
も
た
ら
し
な

が
ら
【
移
動
す
る
園
空
間
】
と

し
て
、
幼
稚
園
の
新
し
い
仲
間

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
大
阪
国
際
大
和
田
幼
稚
園

教
諭

饗
庭
真
祐
美
）

充実のタイボランティア
ワークキャンプ（ 面）

滝井高校バレー部、
インターハイで準優勝！
（ 面）

インターンシップ体験
記 営業、メディカル
フィットネス（ 面）

盛り上がった大学祭・
文化祭（ 面）

来年度から新しい制服へ
コムサデモードスクールレーベルを採用コムサデモードスクールレーベルを採用

第
二
期
将
来
計
画

第
二
期
将
来
計
画
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平
成

年
度
開
設
に
向
け
新
学
部
・
学
科
構
想
具
体
化

大
阪
国
際
大
学
で
は
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
に
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
を
平
成

年
度
に
開
設
す
る
に
至
り
、
受
験
生
の
同
学
部
へ
の

関
心
は
高
く
推
薦
入
試
に
お
け
る
学
生
募
集
も
好
調
な
滑
り
出
し
を
見

せ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
へ
同
学
部
の
届
け
出
後
に
学
内
に
て
第
二
期
将
来
計
画

検
討
部
会
が
発
足
し
、
引
き
続
き
、
大
学
・
短
期
大
学
部
充
実
に
向
け

学
部
・
学
科
の
再
編
に
つ
い
て
検
討
、
現
在
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置

し
て
い
る
経
営
情
報
学
部
と
法
政
経
学
部
に
つ
い
て
、
両
学
部
を
改
組
し
、

新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
と
現
代
社
会
学
部
の

学
部
の
設
置
を
、
ま
た

短
期
大
学
部
に
お
い
て
も
現
在
の
家
政
科
と
国
際
文
化
学
科
を
統
合
す

る
形
で
新
た
に
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
の
設
置
を
、
い
ず
れ
も
平

成

年
度
開
設
と
し
て
計
画
を
取
り
ま
と
め
理
事
会
に
答
申
、
承
認
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
の
準
備
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

新
学
部
・
学
科
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
学
部
・
学
科
名
は
仮
称
）

『D 』の幼稚園バスが『D 』の幼稚園バスが
堂々お目見え堂々お目見え

経
済
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学

科
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化

し
た
現
実
の

経
済
社
会
の

中
で
、
論
理

的
思
考
と
実

践
的
技
術
を

身
に
つ
け
、

経
済
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
、

会
計
の
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野

で
自
立
的
に

行
動
し
活
躍

で
き
る
人
材

の
養
成
を
教

育
目
標
と
し

て
い
る
。
同

学
科
に

つ

の
コ
ー
ス
を
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大
阪
国
際
大
和
田
高
等
学
校
は
、

年
に
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ

オ
州
オ
ー
ク
ビ
ル
に
位
置
す
る
、
セ

ン
ト
・
ミ
ル
ド
レ
ッ
ド
・
ラ
イ
ト

ボ
ー
ン
・
ス
ク
ー
ル
（

）
と
姉
妹
校
提
携

を
結
び
ま
し
た
。
以
来
、
相
互
訪
問

を
行
い
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

校
は

年
以
上
の

歴
史
を
持
ち
、
世
界
に
羽
ば
た
く
女

性
教
育
を
目
指
し
、
幼
稚
園
か
ら
高

等
学
校
の
女
子
一
貫
教
育
を
進
め
て

い
ま
す
。
本
校
か
ら
は
春
季
に
海
外

研
修
の
一
環
と
し
て
女
子
希
望
者
が

カ
ナ
ダ
を
訪
れ
、姉
妹
校
訪
問
、ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
約

週
間
経
験
し
ま
す
。

滞
在
期
間
中
に
は
、
様
々
な
活
動
を

行
い
ま
す
。

多
く
の
生
徒
や
先
生
方
が
見
守
る

年
か
ら

の
提
携

校
で
あ
る
タ
イ
バ
ン
コ
ク
大
学
が
毎

年
主
催
す
る
「
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

キ
ャ
ン
プ
」
に
は
約

人
の
バ
ン
コ

ク
大
学
生
が
毎
年
参
加
し
、

ヶ
月

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
本
か
ら
は
大
阪
国
際
大
学
、

羽
衣
国
際
大
学
の
日
本
人
学
生
が
、

キ
ャ
ン
プ
途
中
か
ら
参
加
す
る
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。

年
に
は
、

月

日
か

ら

日
ま
で
、

の
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
企
画
の
短
期
海
外
研
修
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
タ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」
が
実
施
さ
れ
、

人
（
引
率

経
営
情
報
学
部
助
教

授

韓

尚
秀
）
の

学
生
が

参
加
し
、
タ
イ
の
異
文
化
を
体
験
す

る
と
同
時
に
タ
イ
と
の
国
際
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

障
害
者
病
院
を
慰
労
訪
問
し
た
り
、

バ
ン
コ
ク
か
ら

離
れ
て

い
る
田
舎
町
（

県
）
の
小
学
校
の
建
設
現
場
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

空
き
教
室
で
寝
泊
り
し
な
が
ら
、

月 日、私たち 人の交換留学生は先生や家族に見送ら

れ、オーストラリアへ出発しました。

次の日、早くもツーラックカレッジの学校生活が始まりまし

た。毎朝、ホストマザーが学校まで送ってくれました。日本で

は絶対にありえないことが、ここでは当たり前のようだったの

で、正直驚き、少しお嬢様気分でした。学校は滝井高校の 倍

以上の広さがあり、とても広かったです。建物も由緒あること

が目に見えてわかりました。

この学校には、韓国や中国などからの留学生が多かったで

す。しかも、みんな私と同じぐらいの年齢なのに英語が流ちょ

うで感心しました。ツーラックカレッジの生徒は、国籍を問わ

ずみんな仲良しで、私たち 人にも気軽に声をかけてくれて、

楽しい学校生活を過ごすことができました。

休日は、ホストファミリーとスーパーに買い物に行ったり、

外食したりと、いろんなオーストラリアの生活を体験し、楽し

みました。中でも、フィリップアイランドで、コアラや野生の

子供のペンギンを見たことは忘れられません。

この 週間泣いたり、笑ったりと貴重な体験をさせていただ

きました。今回交換留学生に選ばれて、本当に良かったです。

素晴らしい経験をありがとうございました。

（ 年 月 日から 月 日までオーストラリア ツーラッ

クカレッジ交換留学に参加）

留学 研修レポート留学 研修レポート

大阪国際滝井高等学校
年 組 堀井 明子

楽しく貴重な体験
オーストラリア交換留学

私は中国大連の出身である。 年 月に交換留学生として

留学生別科に入学し、母国の大学を卒業した後、今年の 月に

本学の大学院に進学した。振り返ってみると、短い間だった

が、たくさんのことを学んだ。

まず、日本語の習得では、前よりだいぶ自由に話せるように

なってきた。それに、大学院で経済関係の専門用語に触れた。

そのおかげで日本語版の経済の文献も読めるし、日本の経済に

対する理解も深くなってきた。

その他に、日本の社会や文化なども学んだ。華道、茶道のよ

うな周知の文化だけでなく、日本人がどのように暮らしている

のか、どういうふうに問題を考えているのかなどの民俗文化ま

で体験させてもらった。

大阪国際大学にいる間に、いろいろ経験した上で人生に対し

て、深く悟った。すべきことも分かってきた。それは辛抱する

こと、感謝の気持ちを持つこと、愛することであると思ってい

る。辛くても負けずに、何回も失敗から立ち直り、ひたすらに

前へ進む。人々との出会いを大事にし、感謝の気持ちを持っ

て、愛すべき人を愛する。そして美しい毎日を送る。

このように、私はここで学びながら成長していく。

（中国・大連出身）

大阪国際大学大学院
総合社会科学研究科 年次生 劉 健

大阪国際大学で自分が
学んだこと

私
の
郷
里
の
大
先
輩
に
吉
田
松
陰
が

い
ま
す
。
小
さ
い
頃
萩
の
町
へ
よ
く
行

き
ま
し
た
が
、
そ
の
折
、
松
下
村
塾
に

も
何
度
か
訪
れ
、
幕
末
維
新
の
志
士
の

躍
動
す
る
姿
に
思

い
を
は
せ
胸
を
躍

ら
せ
た
も
の
で
す
。

松
陰
の
偉
大
さ
は
、

塾
生
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

期
間
は
わ
ず
か

だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
新
し
い

日
本
の
国
づ
く
り

へ
の
信
念
に
燃
え
た
個
性
あ
ふ
れ
る
傑

出
し
た
人
材
を
数
多
く
そ
の
塾
か
ら
輩

出
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

彼
の
教
育
は
、
祖
国
愛
（
愛
国
心
）

に
燃
え
、
強
い

志

に
根
ざ
し
た
も

の
で
、
そ
の

志

が
人
を
感
動
さ
せ
、

人
を
育
て
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
教

育
の
あ
り
方
も
、
彼
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
を
原
点
に
塾
生
の
能
力
・
個
性
を
よ

く
把
握
し
、
個
性
を
活
か
す
マ
ン
ツ
ー

「
金
剛
石
も
磨
か
ず
ば

玉
の
光
は
添
わ
ざ
る
に

人
は
学
び
て
後
に
こ
そ

誠
の
徳
は
現
わ
る
ぞ
」

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
は
原
石
を
磨
か
な
け
れ
ば

光
り
輝
か
な
い
よ
う
に
人
間
も
同
じ
で
、

人
は
磨
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
光
る
様
々

な
す
ば
ら
し
い
素
質
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
人
は
学
ん
で
こ

そ
誠
の
徳
が
出
て
く

る
と
い
う
意
味
で
す
。

人
材
育
成
に
お
け
る
、

教
育
と
学
習
の
大
切

さ
を
説
い
て
い
ま
す
。

日
本
は
資
源
の
な

い
国
で
す
。
し
か
し

人
材
と
い
う
資
源
は

豊
富
に
あ
り
ま
す
。

政
治
・
経
済
・
学
問
・
文
化
・
芸
術

等
々
多
様
な
分
野
で
、
日
本
の
人
材
が

世
界
の
平
和
と
幸
福
と
繁
栄
を
リ
ー
ド

で
き
る
よ
う
な
人
材
立
国
で
あ
り
た
い

も
の
で
す
。

国
家
百
年
の
大
計
は
教
育
に
あ
り
、

教
育
が
日
本
の
未
来
を
拓
く
、
と
い
う

観
点
で
、
学
園
教
育
関
係
者
及
び
学
ぶ

立
場
の
人
達
に
、
真
剣
に
考
え
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

直

言

こ
と
を
、
経
営
の
基
本
方
針
の
重
要
な

柱
と
し
て
、
人
材
育
成
の
重
要
さ
を
言

及
し
続
け
ま
し
た
。
ま
た
人
を
育
て
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
特
に
心
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、
仕
事
が

よ
く
で
き
る
人
間
で
あ
る
と
共
に
、
社

会
人
と
し
て
も
立
派
な
人
間
を
育
て
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

昭
憲
皇
太
后
（
明
治
天
皇
の
皇
后
）

の
歌
に

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

取
締
役

法
務
本
部
長

伊
藤

幹
生

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

取
締
役

法
務
本
部
長

伊
藤

幹
生

教
育
と
日
本
の
未
来

教
育
と
日
本
の
未
来

マ
ン
的
教
育
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
こ
う
し
た

こ
と
は
人
材
育
成
の
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

事
業
経
営
に
お
い
て
は
、
ま
ず
何
よ

り
も
、
人
を
求
め
人
を
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
松
下
電
器
の
創

業
者
で
あ
る
故
松
下
幸
之
助
は
、
そ
れ

を
「
経
営
の
根
幹
は
人
で
あ
る
」「
物

を
つ
く
る
前
に
人
を
つ
く
る
」
と
い
う

瑞
宝
小
綬
章

水
本
逸
郎
氏

元

大
阪
国
際
大
学
入
試
広
報
室
長
、

帝
国
学
園
法
人
本
部
事
務
局
長
、
参

与
秋
の
叙
勲
、
受
章
者

秋
の
叙
勲
、
受
章
者

セント・ミルドレッド・セント・ミルドレッド・
ライトボーン・スクールライトボーン・スクール

提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
大
和
田
高
校
》

校 年に姉妹校提携
女
子
一
貫
教
育
を
進
め
る

校
で
生
徒
た
ち
と
交
流
す
る
本
校
生

交流は英語のみ、会話に苦労も交流は英語のみ、会話に苦労も
折り紙など日本文化紹介折り紙など日本文化紹介
帰国後も メールで交流帰国後も メールで交流

本
校
か
ら
春
季

週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

世世世世世世世世世
界界界界界界界界界
ににににににににに
羽羽羽羽羽羽羽羽羽
ばばばばばばばばば
たたたたたたたたた
くくくくくくくくく
女女女女女女女女女
性性性性性性性性性
教教教教教教教教教
育育育育育育育育育
めめめめめめめめめ
ざざざざざざざざざ
すすすすすすすすす

世
界
に
羽
ば
た
く
女
性
教
育
め
ざ
す

中
、
大
舞
台
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
歌
を

披
露
す
る
歓
迎
式
典
に
始
ま
り
、
英

語
・
体
育
・
美
術
・
音
楽
・
家
庭
科

等
の
授
業
へ
の
参
加
、
折
り
紙
な
ど

日
本
文
化
紹
介
、
小
学
校
訪
問
、
ナ

イ
ア
ガ
ラ
の
滝
や
科
学
館
、
博
物
館
、

歴
史
的
観
光
名
所
の
見
学
な
ど
、
多

彩
な
活
動
を
通
し
、
様
々
な
民
族
的

背
景
を
も
っ
た
生
徒
た
ち
や
地
元
の

今
度
は
、

月

日
か
ら
の

週

間
、

校
生
が
本
校
を
訪
問

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
彼
女
た
ち
が

日
本
に
お
い
て
、
異
文
化
を
学
び
、

本
校
生
と
よ
り
交
流
を
深
め
、
と
も

に
世
界
に
視
野
を
広
げ
て
い
っ
て
く

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
大
和
田
高
校教

諭

野
村

由
佳
）

人
々
と
交
流
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

異
文
化
を
学
び
、
語
学
力
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。

日
本
語
教
育
を
行
っ
て
い
な
い

校
生
と
の
交
流
は
英
語
の
み

で
行
わ
れ
、
滞
在
当
初
は
会
話
に
四

苦
八
苦
す
る
本
校
生
も
、「
伝
え
た
い
、

理
解
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
一

生
懸
命
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
気
づ

く
と
互
い
に
意
思
疎
通
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

約

週
間
の
滞
在
で
本
校
生
徒
た

ち
と

校
生
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
間
に
築
か
れ
た
絆
は
深

く
、
本
校
生
に
は
カ
ナ
ダ
に
も
う

つ
の
家
族
が
で
き
て
い
ま
す
。

楽
し
い
思
い
出
と
と
も
に
帰
国
し

た
後
も
、

メ
ー
ル
を
通
し
て
交
流

を
続
け
、
毎
年
秋
に
は

生

が
本
校
を
訪
問
し
ま
す
。

感
動
し
ま
し
た
。
拍
手
を
お
く
り
た

い
。
実
に
す
ば
ら
し
い
国
際
交
流

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
学
的
規
模
で
、
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で

学
生
の
面
倒

を
み
て
く
れ
た
バ
ン
コ
ク
大
学
の
関

係
者
に
感
謝
し
た
い
。
参
加
さ
れ
た

羽
衣
国
際
大
学
生
と
も
、
い
い
友
達

に
な
れ
た
こ
と
も
、
有
意
義
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

（
国
際
大
経
営
情
報
学
部
助
教
授

韓

尚
秀
）

の
短
期
海
外
研
修

タ
イ
の
異
文
化
を
体
験

バ
ン
コ
ク
大
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

建
設
現
場
の
手
伝
い
以
外
に
現
地
小

学
生
に
折
り
紙
、
手
玉
、
漫
画
、
空

手
、
日
本
料
理
等
の
日
本
の
伝
統
文

化
を
教
え
な
が
ら
、
現
地
住
民
と
の

交
流
も
深
め
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
最
後
の
日
に
は
、
小
学

生
や
地
域
住
民
が
大
勢
集
ま
り
、

学
生
の
旅
の
安
全
を
祈
る
儀
式

を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
親
し
く

な
っ
た
子
供
や
住
民
が
糸
の
バ
ン
ド

を
手
首
に
一
本
一
本
結
ん
で
く
れ
る

時
に
は
、
涙
の
連
続
で
し
た
。

自
払
い
で
も
海
外
へ
出
か
け
、
貧

し
い
国
の
子
供
や
障
害
者
の
た
め
に
、

苦
し
い
キ
ャ
ン
プ
生
活
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
も
と

づ
い
て
頑
張
っ
て
く
れ
た

の

学
生
が
大
勢
い
る
こ
と
に
、
私
自
身

大
阪
国
際
大
学

人
間
科
学
部
心
理

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
松

田
司
郎
教
授
が
、

第

回
日
本
児
童

文
学
学
会
学
会
賞

特
別
賞
を
受
賞
、

贈
呈
式
が

月

日
に
、
都
留
文
科

大
学
で
行
わ
れ
た
。

松
田
教
授
は
、
宮
沢
賢
治
の
作
品

を
読
ん
だ
時
に
沸
き
起
こ
る
「
名
状

し
が
た
い
不
思
議
な
感
覚
」
の
正
体

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
深
層
心
理

学
を
中
心
に
独
自
の
方
法
で
研
究
を

積
み
重
ね
て
き
た
。
対
象
と
な
っ
た

『
宮
沢
賢
治

存
在
の
解
放
（
ビ
ッ

グ
バ
ン
）
へ
』（
洋
々
社
）
は
、
自

身
の
発
行
す
る
研
究
誌
『
ワ
ル
ト
ラ

ワ
ラ
』
に
連
載
し
て
い
た
評
論
を
ま

と
め
た
集
大
成
で
、「
今
後
の
賢
治

研
究
、
児
童
文
学
研
究
に
多
く
の
示

唆
を
与
え
る
価
値
あ
る
も
の
」
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

日本児童文学学会賞

松田教授に特別賞

小学校の建設現場でのボランティア活動

日本料理のアピール
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大
阪
国
際
大
学
人
間
科
学
部
人
間

健
康
科
学
科

殿
谷
成
子
助
教
授
の

セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
（

年
次
生
）

が
、
京
阪
大
和
田
駅
ま
で
の
通
学
路

の
清
掃
活
動
を
行
っ
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
後
期
の
授
業
で

「
タ
バ
コ
」を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー

プ
研
究
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
と
し
て
今
回
の
取
り

組
み
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

時
か
ら
約

時
間
、
ご
み
バ
サ

実施ずみの公開講座・講演会実施ずみの公開講座・講演会

来年の国際大・短大公開講座来年の国際大・短大公開講座
日時 タイトル テーマ・講師（敬称略） 場所 主催・問合せ

1月9日 法政経学部公開講

義「現代の社会と

法」

「少子化問題と法制度」

法政経学部講師 谷口真由美

枚方キャンパス

国際大法政経

学部

TEL
月 日 「地方公共団体と住民」法政経学部教授 奥 正嗣

月 日

国際大教養講座

「最新の中国事情」（仮題）

法政経学部講師 滝田 豪
国際大国際関

係研究所

TEL
月 日

「どこへ行くのか国語・日本語」

留学生別科長・法政経学部教授 松井嘉和

日時 タイトル テーマ・講師（敬称略） 場所 主催

月 日
法政経学部 退職

記念講演会

「危機に立つ米ジャーナリズム」

法政経学部教授 金子敦郎

枚方キャンパス

国際大学法政

経学部

国際大国際関

係研究所

「私はなぜ商法を選んだか」

法政経学部教授 川又良也

月 日

公開授業「現代の国

際情勢」

「現代の国際情勢をどうとらえるか」

法政経学部教授 大矢吉之

月 日
「中国の民族主義と日本」

法政経学部講師 滝田 豪

月 日
「最近の朝鮮半島情勢」

法政経学部教授 宇山 博

月 日
「ドイツの右翼政党と民族主義」

法政経学部教授 古賀敬太

月 日
「国際法から見た同時多発テロ事件」

法政経学部講師 谷口真由美

月 日
「中東が世界の火薬庫である理由」

ヘブル研究所員 高原剛一郎

月 日
「インドの台頭と最近の動向」

日本アジア協会理事 岡本幸治

月 日
「フランスの大統領選挙と民族問題」

法政経学部教授 山本周次

月 日
「中央アジア諸国の政治変動と米ロの勢力争い」

法政経学部助教授 瀬島 誠

月 日
「イラクに赴いて想うこと」

陸自イラク先遣隊長 佐藤正久

月 日
「ドイツと日本の環境問題」

法政経学部教授 松下啓一

月 日
「ブッシュ政権二期目の課題と中間選挙」

法政経学部教授 大矢吉之

月 日
「ベンチャー失敗学」

関西ベンチャーキャピタル取締役 村上健夫

月 日

国際大教養講座

「チェコ文化の森 その繁栄と影」

チェコ・カレル大学哲学部助教授

大阪大学文学部特別外国人研究員 ヤン・シーコラ

月 日

「言葉をめぐる文化の隔たり・文化の重なり」

国際関係研究所長

人間科学部人間健康科学科教授 柴嵜雅子

月 日

「ポーランドの社会と日本研究」

ポーランド・ワルシャワ大学講師

国際交流基金研究フェロー

東京大学外国人研究員 アグニエシカ・ジュワフスカ・梅田

月 日

法政経学部公開講

義「現代の社会と

法」

「保険の仕組みについて 保険加入者はなぜ告知義

務を負うのか 」

京都大学大学院法学研究科教授 洲崎博史

国際大法政経

学部

月 日
「最近の裁判例にみる民事制裁」

法政経学部講師 三谷仁美

月 日
「行政の不作為とその責任について」

法政経学部助教授 太田照美

月 日
「六法の現代語化と現代化」

名誉教授・弁護士 川又良也

月 日
「裁判員制度について」

大阪地方検察庁総務部副部長・検事 谷岡賀美

月 日
「刑事裁判手続 裁判員制度のために 」

名誉教授・弁護士 井戸田 侃

月 日
「日本の刑事裁判」

元大阪高等裁判所判事・摂南大学教授 河上元康

月 日

「“契約内容を良くご確認ください” ある消費者金融

の契約書をよく確認すると 」

非常勤講師・弁護士 粟津光世

月 日
「英国における企業の環境経営の追求」

法政経学部講師 山口幸代

月 日 「家庭崩壊と司法の役割」 弁護士 川村フク子

月 日 「離婚法の変動と思想」法政経学部教授 石部雅亮

月 日
「ホームレスと人権 大阪の事例を手懸りとして 」

名誉教授・近畿大学法科大学院教授 高田 敏

月 日

もりぐち セミナー

女と男（みんな）のエ

ンパワーメント講座

「朝から元気 イキイキライフ」

短期大学部家政科助教授 淡川節子

守口市立中央

公民館（教育

文化会館）

守口市

国際大・短大

国際関係研究

所

月 日

「心と体のバランスを整えて快適な生活を送ろう 誰で

もできるリラクセーションにチャレンジ！」

人間科学部人間健康科学科講師 佐瀬竜一

月 日
「『世界がもし 人の村だったら』と法律」

法政経学部講師 谷口真由美

月 日
国際大枚方図書館

公開講演会

「最近の朝鮮半島の情勢（動向）」

法政経学部教授 宇山 博
枚方キャンパス

国際大総合メ

ディアセンター

枚方図書館

月 日

第 回国際シンポジ

ウム

「アジアにおけるグ

ローバルな人材活

用」

講演

「国際化時代に向けた人材育成と技術技能者の交流

について」

中小企業国際人材育成事業団理事長 谷口 志

「中国、アジアの高度人材の活用 日本国内並びに

海外業務 」

パソナグローバル代表取締役社長 畑 伴子

ホテルニューオータニ大阪
国際大国際関

係研究所

月 日
第 回地域食育

フォーラム

「子どもの朝食について考える 一日の始まりは朝食

から 」

パネルディスカッション

守口キャンパス

短大家政科、

大久保中学校

校区連携推進

協議会、大阪

府守口保健所

開
か
れ
た
学
園
づ
く
り
、
地
域
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
一

般
市
民
を
招
き
、
文
化
・
芸
術
イ
ベ

ン
ト
を
愉
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
企

画
さ
れ
た
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
今
年
で

回
目
を
迎

え
、

月

日
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

（敬称略）

大
学

長
期
派
遣
交
換
留
学
〔
中
国
・
四

川
大
学
（

月

年

月
）〕
西
川

愛
美
（
国
コ
ミ

）

森
口
裕
規
（
経

情

）
〔
中
国
・
浙
江
万
里
学
院

（
同
）〕
草
島
芳
恵
（
国
コ
ミ

）

中
川
沙
希
（
同
）〔
台
湾
・
中
国
文
化

大
学
（
同
）〕
福
島
裕
太
（
国
コ
ミ

）

〔
台
湾
・
同
（

月

年

月
）〕

大
草
快
貴
（
法
政
経

）〔
中
国
・
東

北
大
学
（

月

年

月
）〕
中
山

苑
香
（
国
コ
ミ

）

藪

弘
二
（
法

政
経

）〔
中
国
・
遼
寧
師
範
大
学

（
同
）〕
天
願
未
涼
（
国
コ
ミ

）

大
学
・
短
大

短
期
海
外
研
修
〔
豪
・
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英
語

研
修
（

月

日

月

日
）〕
水

上
裕
貴

森
田
一
馬

川
嵜
智
絵
美

澤
田
健
太
郎

石
橋
隆
太
郎

山
本
哲

也
（
以
上
国
コ
ミ

）

大
西
悠
太
郎

（
人
健

）

長
田
朋
子
（
短
大
国
文

）

上
大
年
友
希
（
国
コ
ミ

）

小
林

旦
（
国
コ
ミ

）

大
塚
一
馬

（
経
情

）

〔
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ン
プ
研
修
（

月

日

日
）〕
中
村
亜
容
実

山
下
祐

里
子

福
間
美
保
（
以
上
心
コ
ミ

）

植
本
優
香
（
法
政
経

）

柴
田
智

子
（
ス
ポ
行

）〔
日
本
語
教
員
ア
シ

ス
タ
ン
ト
研
修
・
タ
イ
ナ
レ
ー
ス
ワ

ン
大
学
（

月

日

月

日
）〕

矢
野
友
美

稲
本
純
子
（
以
上
国
コ
ミ

）〔
モ
ン
ゴ
ル
第

学
校
（

月

日

月

日
）〕
清

三
加
代

坂

本
真
理
子

尾
崎
安
里
（
以
上
国
コ
ミ

）

伊
達
千
佳
世

堀
川

梢
（
以

上
法
政
経

）

橋
本
美
奈
子

沢
地

智
恵
（
以
上
人
健

）

経
営
情
報
学
部
学
科
研
修
〔
米
・

ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
（

月

日

日
）〕
浅
野
恭
平

大
塚
大
輝

小

林
由
樹
子

谷
口
純
也

平
田
圭
佑

藤
原
直
人
（
以
上

）

下
村
剛
司

片
岡
達
希

野
村
慎
吾

長
谷
川
拓
哉

（
以
上

）

迫迫迫迫迫迫迫迫迫
力力力力力力力力力
あああああああああ
るるるるるるるるる
中中中中中中中中中
国国国国国国国国国
伝伝伝伝伝伝伝伝伝
統統統統統統統統統

京京京京京京京京京
劇劇劇劇劇劇劇劇劇
」」」」」」」」」
観観観観観観観観観
賞賞賞賞賞賞賞賞賞

迫
力
あ
る
中
国
伝
統

京
劇
」
観
賞

奥田メモリアルフェスティバル奥田メモリアルフェスティバル

「西遊記」の一場面。白骨精の変面やテンポよい立ち回りなどで、観客を圧倒した。

京
劇
講
座
や
新
作
「
西
遊
記
」

近
隣
住
民
と
一
般
公
募
で

人
招
待

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。ま
た
、今
回
の
本
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
趣
旨
に
賛
同

し

社
の
企
業
が
後
援
団
体
と
し
て

協
賛
い
た
だ
い
て
い
る
。

記
念
す
べ
き
第

回
の
企
画
は
、

中
国
の
伝
統
舞
台
芸
術
で
あ
る
国
宝

「
京
劇
」。
近
隣
住
民
の
方
の
ほ
か
、

一
般
公
募
で
多
数
の
応
募
者
の
中
か

ら
抽
選
で

名
を
無
料
で
招
待

し
、「
京
劇
の
大
フ
ァ
ン
」
と
い
う

方
か
ら
「
機
会
が
あ
れ
ば
一
度
み
て

み
た
か
っ
た
」
と
い
う
方
ま
で
、
多

く
の
反
響
が
寄
せ
ら
れ
た
。

当
日
は
、
来
場
者
で
会
場
は
満
席

と
な
り
、
中
国
太
陽
京
劇
団
に
よ
る

本
格
的
で
迫
力
あ
る
舞
台
に
酔
い
し

れ
た
。

第

部
の
演
目
は
、「
三
岔
口
（
サ

ン
チ
ャ
ー
ゴ
）」。
宋
の
時
代
の
物
語

「
楊
家
将
全
伝
」
の
一
部
で
、
暗
闇

で
の
大
立
ち
回
り
を
明
る
い
場
所
で

行
う
コ
ミ
カ
ル
な
劇
。

第

部
は
、
京
劇
講
座

京
劇

新
作
「
西
遊
記
」。

ま
ず
約

分
間
の
京
劇
講
座
で
は
、

初
心
者
で
も
京
劇
に
親
し
み
、
知
識

を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
京

劇
の
歴
史
、
役
柄
、
メ
イ
ク
、
鑑
賞

ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
解
説
が
行

わ
れ
た
。

続
い
て
長
編
古
典
小
説「
西
遊
記
」

か
ら
題
材
を
と
っ
た
新
作
が
演
じ
ら

れ
た
。
孫
悟
空
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
仕

草
と
軽
快
な
動
き
、
白
骨
精
の
美
し

さ
と
変
面
、
槍
や
刀
を
使
っ
た
二
人

の
テ
ン
ポ
よ
い
立
ち
回
り
な
ど
見
所

満
載
の
舞
台
と
な
っ
た
。

舞
台
終
了
後
、
来
場
者
か
ら
贈
ら

れ
た
志
は
、
総
額

万

千
円
と
な

り
、
今
年
も
大
学
・
短
大
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
研
究
会
（
顧
問
・
世
戸

俊
男
教
授
）
が
実
施
す
る
「
ふ
れ
あ

い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
他
、
地
域
交

流
等
の
活
動
資
金
の
一
部
に
充
当
さ

れ
た
。

殿
谷
助
教
授
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

タ
バ
コ
拾
い
な
ど
清
掃

駅前商店街も清掃。だんだんゴミを探す目が鋭くなる学生
たち。

ミ
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
に
、
町
を
歩

い
た
学
生
ら
は
、
道
路
の
す
み
ず
み

ま
で
目
を
凝
ら
し
て
、
タ
バ
コ
の
吸

殻
を
は
じ
め
、
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
楽
し
む

仮
装
し
た
先
生
と
英
語
で

対
話
、
お
菓
子
も
ら
う

終
了
後
、
学
生
た
ち
は
、「
や
り

始
め
は
、
だ
ら
だ
ら
し
て
い
た
が
、

い
つ
の
ま
に
か
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
友
達
と
一
緒
に
や
る
と
楽
し

い
」「
こ
れ
は
定
期
的
に
や
ら
な
い

と
意
味
が
な
い
と
感
じ
た
」「
今
日

掃
除
し
て
も
、
ま
た
す
ぐ
に
捨
て
ら

れ
る
と
思
う
と
、し
ん
ど
い
で
す
ね
」

「
町
で
『
ご
苦
労
さ
ん
』
な
ど
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
」「
も
う
自
分
は
ポ

イ
捨
て
は
し
な
い
」
な
ど
、
感
想
を

話
し
、
今
後
の
研
究
に
む
け
て
も
よ

い
経
験
に
な
っ
た
様
子
だ
っ
た
。

月

日
、
大
阪
国
際
大
和
田
中

学
校
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
た
。

生
徒
は
、
招
待
状
に
書
か
れ
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仮
装
し
た
先
生
の

も
と
に
行
き
、
英
語
で
対
話
が
で
き

れ
ば
、
お
菓
子
が
も
ら
え
る
と
い
う

も
の
。
先
生
が
ど
ん
な
仮
装
を
す
る

の
か
は
、
直
前
ま
で
秘
密
。

生
徒
た
ち
は
、「
こ
う
も
り
男
」

や
「
食
ぱ
ん
男
」、「
え
び
す
様
」
な

ど
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ

を
楽
し
み
つ
つ
「

」

「

」
と
、
英
会
話

を
し
な
が
ら
お
菓
子
を
も
ら
っ
て
ま

「Trick or Treat 」仮装した先生と英会話できたら、お
菓子がもらえるよ。

わ
っ
た
。

校
内
に
美
術
の
授
業
で
作
っ
た
作

品
を
飾
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ら
し
い
雰

囲
気
の
中
、
楽
し
み
な
が
ら
、
英
語

圏
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
だ
。

地鎮行事 穿初之儀を行う奥田吾朗理事長

大
阪
国
際
大
学
・
短
期
大
学
部

（
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
食
堂
新
築

工
事
に
伴
う
地
鎮
祭
が
、

月

日

に
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

学
園
関
係
者
を
は
じ
め
、
近
隣
町

内
会
代
表
、
工
事
関
係
者
ら
約

人

が
出
席
し
、
工
事
の
無
事
竣
工
を
祈

願
し
た
。
設
計
は
安
井
建
築
設
計
事

務
所
が
担
当
し
、
施
行
は
奥
村
組
が

担
当
す
る
。

完
成
は

年

月

日
を

予
定
し
て
い
る
。

食
堂
新
築
の
地
鎮
祭

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
、
月
完
成

大和田の
通 学 路

大和田中

幼
稚
園
絵
画
表
彰
（
敬
称
略
）

第

回
大
阪
府

歯
の
保
健

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

（
平
成

年

月

日
）

大
阪
府
知
事
賞

ゆ
り
組

瀬
野
裕
也

入
選

た
ん
ぽ
ぽ
組

金

洋
生

長
尾
桃
香

穂
園
直
紀

野
村
悠
帆

す
み
れ
組

中
村
純
美
礼

山
口
紗
依

ゆ
り
組

野
崎
大
地

受
賞
者
の
作
品
は
、

月
に
「
走
る

歯
の
絵
画
移
動
美
術
館
」

大
阪
環

状
線

号
車
内
に
展
示
さ
れ
た
。
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﹇
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈

経
営
情
報
学
部

北
川
順
一

原

雪
玲

長
岡
勇
希

西
村
政
輝

松

比
良
俊
也
（
以
上

）

東
島
葉
子

金

桂
花

小
嶋
貴
仁

高
橋
枝

里

于

宛
鷺
（
以
上

）

平
田

拓
也

光
富
敬
祐

大
西
広
平

高

屋
慶
成

谷
村

良

陳

莉
文

（
以
上

）

法
政
経
学
部

明
石
侑
亮

金
原

大
学
短
大

学
業
優
秀
者
表
彰

大
学
短
大

学
業
優
秀
者
表
彰

（敬称略）

私
が
今
回
、
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制

度
に
応
募
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
、
今
年
の

月
に
本
学
の
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る

（
日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
韓
国
に
行
っ
た

と
き
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
に

本
書
は
、
米
国
ホ
ー
リ
ー
・
ネ
ー

ム
ズ
大
学
教
育
音
楽
学
科
専
任
講
師

（
幼
児
音
楽
教
育
担
当
）
を
経
て
、

現
在
、
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

幼
児
保
育
学
科
教
授
の
植
田
光
子
氏

に
よ
る
「
手
あ
そ
び
」
の
実
践
の
書

で
あ
る
。

「
手
あ
そ
び
」
は
、
保
育
の
な
か

で
活
動
と
活
動
の
つ
な
ぎ
や
、

ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
に
、
道
具
も
使

わ
ず
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

と
で
も
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、

保
育
者
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
活
用

範
囲
の
広
い
遊
び
で
あ
る
。

本
書
に
は
、

と
い
う
多
数

の
手
あ
そ
び
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
構
成
は
、「
生
活
の
手
あ
そ
び
」

「
季
節
・
行
事
の
手
あ
そ
び
」「
い

ろ
ん
な
手
あ
そ
び
」
の

章
か
ら

な
っ
て
い
る
。
あ
い
さ
つ
、
手
洗
い

な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
に
役
立

た
せ
た
い
時
、
子
ど
も
の
興
味
を
ひ

き
つ
け
た
い
時
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
や
子
ど
も
の
年
齢
・
状
況
に
応

じ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
る
。

保
育
者
養
成
に
長
年
携
わ
っ
て
き

た
著
者
だ
か
ら
こ
そ
、
保
育
者
の
立

場
に
た
っ
て
、
活
用
し
や
す
い
よ
う

に
、
き
め
細
か
い
工
夫
が
本
書
の
随

所
に
み
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
あ
そ
び

に
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ピ
ア
ノ
の
苦
手
な
人
で
も
、
初
心

者
で
も
、
簡
単
に
弾
く
こ
と
が
で
き

大阪国際大学短期大学部
幼児保育学科教授

植田 光子（著）

BOOK

る
伴
奏
は
、
ピ
ア
ノ
へ
の
抵
抗
を
取

り
除
き
、
手
あ
そ
び
の
雰
囲
気
を
か

え
、
歌
っ
て
楽
し
め
、
保
育
の
幅
に

広
が
り
を
持
た
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。ま

た
、「
手
あ
そ
び
」
の
良
さ
は

分
か
っ
て
い
て
も
、「
い
つ
」「
ど
の

よ
う
に
」
使
っ
て
い
く
か
、
戸
惑
っ

て
い
る
初
心
者
に
と
っ
て
、「
手
あ

そ
び
」
を
始
め
る
導
入
の
仕
方
や
こ

と
ば
か
け
の
仕
方
を
て
い
ね
い
に
示

し
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
参
考
に
す

れ
ば
自
信
を
も
っ
て
、「
手
あ
そ
び
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
育
者
に

と
っ
て
、
活
用
し
や
す
く
、
日
常
の

保
育
に
す
ぐ
役
立
ち
、
保
育
者
自
身

が
楽
し
ん
で
実
践
で
き
る
こ
と
か
ら
、

本
書
が
、
人
文
・
教
育
書
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
、
ベ
ス
ト
ワ
ン
に
選
ば
れ
、

人
気
を
博
し
て
い
る
の
も
頷
け
る
も

の
で
あ
る
。

手
あ
そ
び
の
動
作
を
可
愛
い
イ
ラ

ス
ト
つ
き
で
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
あ
る
点
は
、
見
て
楽
し
く
、
や
っ

て
も
っ
と
楽
し
く
と
の
思
い
が
伝
わ

り
、
保
育
者
だ
け
で
な
く
、
保
育
者

を
目
指
す
学
生
そ
し
て
、
保
護
者
に

も
お
す
す
め
の
本
で
あ
る
。

（
評
者

城
南
短
大
附
属
幼
稚
園

園
長

藤
本

英
美
）

・・・・・・・・・・

・
・
・

・
・
・
・

・
・・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・

・・・・・・・・

・
・

・
・
・
・
・
・ ・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・ 手

あ
そ
び
百
科

（
ひ
か
り
の
く
に

年
）

円

税

新
刊

国
際
大
・
短
大

『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
基
礎
知
識
』
心

理
コ
ミ
教
授

長
澤
彰
彦

著

シ
ャ
ッ

フ
ル
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

円

『「
人
間
の
共
生
」
を
め
ざ
し
て

イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

の
福
祉
学
』
人
健
教
授

橋
本
義
郎

編
著

相
川
書
房

円『
現
代
英
語
語
法
辞
典
』
国
際
コ
ミ
教

授

菊
池
繁
夫

共
著

三
省
堂

円

『
留
学
生
受
入
れ
の
手
引
き
』
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
係
員

谷
口
勝
浩

共
著

特
定
非
営
利
活
動
法
人

円

『
入
門
ガ
イ
ダ
ン
ス

品
質
管
理
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
』
経
情
教
授

古
殿
幸
雄

著

中
央
経
済
社

円

『
入
門
ガ
イ
ダ
ン
ス

経
営
情
報
シ
ス

テ
ム
』
同

著

中
央
経
済
社

円『
中
世
後
期
の
ド
イ
ツ
文
化

年
か
ら

年
ま
で
（
第

版
）』

法
政
経
教
授

鎌
野
多
美
子

訳

三
修

社

円

『

と
東
ア
ジ
ア
共
同
体
』
名
誉
教

授

金
子
敦
郎

木
谷

勤

法
政
経
教

授

宇
山

博

大
矢
吉
之

鎌
野
多
美

子

古
賀
敬
太

松
井
嘉
和

松
下
啓
一

同
助
教
授

塩
谷
雅
弘

瀬
島

誠

同
講
師

滝
田

豪

共
著

萌
書
房

円

『
英
米
文
化

英
米
文
化
事
情
用
教
材
』

ス
ポ
行
教
授

浅
香
佳
子

著

大
阪
国

際
大
学
人
間
科
学
部

非
売
品

失
敗
か
ら
自
分
を
見
つ
め
直
す

失
敗
か
ら
自
分
を
見
つ
め
直
す

「今、会いにゆきます」
第2回 学生チャレンジ制度

人間科学部人間科学部
国際コミュニケーション学科国際コミュニケーション学科
年次生 酒井 悠希年次生 酒井 悠希

事
前
の
計
画

大
切
さ
痛
感

恩
返
し
を
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の

文
化
を
伝
え
、
韓
国
の
文
化
を
吸
収

す
る
た
め
で
し
た
。

で
私
は
韓

国
が
と
て
も
好
き
に
な
り
、「
韓
国

で
日
本
語
教
師
に
な
り
た
い
」
と
い

う
夢
も
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
、
私
が
し
た
こ
と
は

「
恩
返
し
」
で
は
な
く
「
失
敗
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
の
計
画
不

足
や
力
不
足
で
、
結
局
ま
た
み
ん
な

に
迷
惑
を
か
け
、
お
世
話
に
な
り
っ

ぱ
な
し
で
し
た
。
か
と
い
っ
て
、
こ

の
企
画
を
実
行
し
た
こ
と
に
後
悔
は

ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
今
回
の
失
敗
を
元
に

自
分
と
い
う
も
の
を
改
め
て
見
つ
め

直
す
こ
と
が
出
来
た
か
ら
で
す
。
私

は
「
好
き
だ
」
と
い
う
気
持
ち
だ
け

で
前
回
韓
国
か
ら
帰
国
し
た
半
年
間
、

勢
い
だ
け
で
走
り
抜
け
ま
し
た
。
し

か
し
、
た
だ
「
好
き
」
と
い
う
気
持

ち
だ
け
で
物
事
は
上
手
に
い
か
な
い

と
い
う
こ
と
を
今
回
学
び
ま
し
た
。

事
前
に
計
画
す
る
こ
と
の
大
切
さ

も
学
び
、
人
間
関
係
の
あ
り
方
も
学

び
ま
し
た
。
私
と
ず
っ
と
一
緒
に
い

て
く
れ
た
韓
国
人
の
友
達
は
あ
ま
り

日
本
語
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

私
も
ま
だ
あ
ま
り
韓
国
語
が
話
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
人
と
は
本
当

の
友
達
で
あ
る
と
私
は
確
信
し
て
い

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
大
切
な

の
は
上
手
な
言
い
回
し
だ
け
で
な
く
、

大
切
な
の
は
「
聞
こ
う
・
話
そ
う
」

「
分
か
っ
て
欲
し
い
・
分
か
り
た
い
」

と
い
う
お
互
い
の
気
持
ち
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
も
、
日
本
で
生
活
し

て
い
れ
ば
な
か
な
か
気
付
き
ま
せ
ん
。

結
局
、
文
化
が
ど
う
こ
う
の
前
に
、

人
生
の
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。「

海
外
で
生
活
す
る
外
国
人
」
に

自
分
が
な
っ
て
み
て
、
そ
の
生
活
の

難
し
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
ま
し

た
。
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
ど
う

表
現
し
て
良
い
か
も
わ
か
ら
な
い
不

安
や
誰
か
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
気
持
ち
の
申
し
訳
な
さ
。

実
際
に
こ
れ
は
自
分
が
経
験
し
て
み

な
い
と
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
実
際
に
こ
の
気
持
ち
を
経
験
し

て
、
日
本
で
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
私

の
大
学
で
生
活
し
て
い
る
留
学
生
た

ち
、
そ
の
み
ん
な
の
手
助
け
を
し
た

い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
出
来
事
を
体
験
し
、
た

く
さ
ん
の
人
々
と
か
か
わ
り
を
持
ち
、

本
当
に
人
生
観
が
変
わ
り
ま
し
た
。

行
っ
て
良
か
っ
た
！
や
っ
て
み
て
良

か
っ
た
！
失
敗
し
て
よ
か
っ
た
！
と
、

心
の
底
か
ら
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
企
画
に
参
加
、
協
力
し
て
く
れ

た
す
べ
て
の
人
々
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

経
営
情
報
学
部

法
政
経
学
部

人
間
科
学
部
・
短
期
大
学
部

金
城
尚
美

小
林

睦
（
以

上

）

伊
藤

優

田

里
美
（
以
上

）

短
大

家
政
科

右
寺
美

幸

西
光
由
希
子（
以
上

）

同

幼
児
保
育
学
科

小

滝
桃
子

峯
上
衣
美

藤
田

亜
希
子
（
以
上

）

同

国
際
文
化
学
科

今

谷
久
美
子

栗
岩
那
名

木
雅
子
（
以
上

）

慶
幸

田
所
千
紘

堀
井
勇
気
（
以

上

）

平
野
佑
裕

大
草
快
貴

多
田
茉
里

鵜
飼

梓
（
以
上

）

清
水
慎
平

藤
原
宗
祐

西
井
亜

紗
美

西
村

賢

渡
邉
麻
実

山

田
裕
子
（
以
上

）

﹇
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

角

由
帆

加
本
彩

子

古
川
芳
美
（
以
上

）

乾

薫

畑
林
佐
江
子

原
田
麻
衣
（
以

上

）

岩
本
恵
利
奈

大
石
絵
里

香
（
以
上

）

同

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科

王

暁
虹

中
山
苑
香
（
以

上

）

伊
勢
谷
侑
加

松
田
千
絵

（
以
上

）

坂
本
真
理
子

劉

暁
丹
（
以
上

）

同

人
間
健
康
科
学
科

岡
田
さ

や
か

松
本
幸
子
（
以
上

）

石

野
友
理

古
田
智
美
（
以
上

）

砂
川
絵
美

大
島
さ
は
ら（
以
上

）

同

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

長
尾

宣
子

則
本
や
よ
い
（
以
上

）

大
学
・
短
大

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

西
日
本
大
学
選
手
権
大
会

ベ

ス
ト

・

関
西
大
学
女
子
リ
ー
グ

部
に

季
ぶ
り
に
復
帰

勝

敗

位

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

第

回
西
日
本
大
学
選
手
権
大

会

ベ
ス
ト

・

第

回
秋
季
関
西
学
生
リ
ー
グ

戦

部

勝

敗

位

・

第

回
関
西
学
生
新
人
戦

優
勝

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・

西
日
本
学
生
選
手
権
大
会

回
戦
敗
退

・

関
西
女
子
学
生
リ
ー
グ

部

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

勝

敗

部
昇
格
、

部

位

・

イ
ン
カ
レ
予
選
チ
ャ
レ
ン
ジ

マ
ッ
チ
出
場

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

・

、

日
本
リ
バ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー

選
手
権
大
会

位
入
賞

・

チ
ー
ム
、
北
山
川
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
大
会

準
優
勝

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

近
畿
高
校
優
勝
大
会

準
優
勝

・

大
阪
私
立
高
校
総
合
体
育
大

会
・
優
勝
大
会

優
勝

・

全
国
私
立
高
校
選
手
権
大

会
・
近
畿
地
区
予
選

優
勝

・

第

回
秋
季
国
体
少
年
女
子

大
阪
（
選
抜
）
第

位
（
メ
ン
バ
ー
に

才
崎
哲
次
監
督
、
選
手

人
が
選
出
）

記
事
掲
載
は

（
省
略
。

）

敬
称
略

吹
奏
楽
部

・

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
北
地
区

大
会

銀
賞

軽
音
楽
部

・

第

回
近
畿
地
区

高
校
・

中
学
校
軽
音
楽
系
ク
ラ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト予

選
会

チ
ー
ム
中

位

大
和
田
中
学

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

北
河
内
秋
季
大
会

優
勝

・

大
阪
私
学
大
会

優
勝

・

第

回
大
阪
中
学
校
秋
季
総

合
体
育
大
会

ベ
ス
ト

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・

第

回
守
口
市
中
学
校
秋
季

新
人
大
会

島
田
竜
治
（

）・
竹
添
貴

政
（

）
優
勝

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動訪

問
訪
問

年

月
、
サ
ー
ク
ル
か

ら
部
に
昇
格
し
て
丸

年
が
過
ぎ
た

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
。
関
西
女
子
リ
ー

グ
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
目
指
す
と
の

宣
言
通
り
に
力
を
伸
ば
し
、
今
秋
は

部
リ
ー
グ
で
無
失
点
で
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

「
来
年
の
春
リ
ー
グ
（

部

部

総
当
り
）
で
は
、
最
低
で
も

位
を

目
指
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
イ
ン
カ

レ
が
見
え
て
き
ま
す
ね
。
今
秋
の

リ
ー
グ
戦
で
は
、
計

点
を
も
の
に

http: www oiu ac jp club moriguchi soccer f

現
在
部
員
は

人
。
う
ち

人
が

初
心
者
だ
そ
う
で
す
が

「
経
験
者
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
女

子
は
コ
ツ
コ
ツ
努
力
す
る
の
で
、
必

ず
上
手
く
な
る
ん
で
す
。
み
ん
な
向

上
心
が
あ
り
、
負
け
ず
ぎ
ら
い
ば
か

り
で
す
か
ら
。」

「
人
間
が
思
い
通
り
に
使
う
こ
と
が

難
し
い
足
を
使
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、

練
習
次
第
で
、
思
い
通
り
に
操
れ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
ほ
ん
と
に
う

れ
し
い
ん
で
す
」
と
言
う
根
っ
か
ら

の
サ
ッ
カ
ー
好
き
が
創
っ
た
同
部
も
、

来
春
は
初
代
部
員
が
卒
業
し
て
第
二

ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
ま
す
。
熱
い
戦
い

ぶ
り
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ト
で
も
大
活
躍
で
し
た
」と
、チ
ー

ム
メ
イ
ト
の
活
躍
を
讃
え
る
高
橋
麻

菜
キ
ャ
プ
テ
ン
（
同

）
自
身
は
、

関
西
学
生
秋
季
リ
ー
グ
の
優
秀
選
手

賞
を
受
賞
し
た
そ
う
で
す
。

宣
言
通
り

優
勝
、
無
失
点

部
リ
ー
グ

イ
ン
カ
レ
出
場
も
視
野

バ
ー
で
す
。

つ
の
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
ゴ
ー

ル
に
向
か
っ
て
い
く
雰
囲
気
は
、
個

人
競
技
に
は
な
い
も
の
で
す
。
点
を

入
れ
た
時
は
最
高
で
す
よ
。」

し
、中
で
も
中
村
早
紀
選
手（
ス
ポ
ー

ツ
行
動
学
科

）
は

点
を
決
め
て

チ
ー
ム
得
点
王
、
竹
田
亜
希
子
選
手

（
同

）
も

得
点
し
た
他
、
ア
シ

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
面
白
さ
は
？

「
男
子
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
だ
け
ど
、
女
子
も
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
。
男
子
に
比
べ
、
ス
ピ
ー

ド
や
キ
ッ
ク
力
が
劣
る
分
、
速
い
パ

ス
回
し
な
ど
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
カ

韓国の協定校・東洲大学で、日本文化を伝えるなど、様々なチャ
レンジをした。写真右端が酒井さん。

リ
ー
グ
戦
に
優
勝
し
、
喜
び
い
っ
ぱ
い
の

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
員
た
ち

女女女女女女
子子子子子子
ササササササ
ッッッッッッ
カカカカカカ
ーーーーーー
部部部部部部

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
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平
成

年
度
全
国
高
校
総
合
体
育

大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
中
央
大
会
・

月

日

日
）
が
、
大
阪
・
舞

洲
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
。
大
阪
国

際
滝
井
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
決
勝
戦
に
進

出
。
鹿
屋
中
央
高
校
（
鹿
児
島
県
）

に
残
念
な
が
ら

対

で
敗
れ
た
も

の
の
、
地
元
で
準
優
勝
の
栄
に
輝
い
た
。

会
場
に
は
生
徒
や
保
護
者
等
約

名
が
大
き
な
声
で
応
援
。
そ
の

整
然
と
し
た
応
援
ぶ
り
は
選
手
た
ち

の
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

年
連
続

準
優
勝
と
い
う
快
挙
に
対
し
守
口
市

月

日
、
国
際
大
体
育
会
の
ラ

グ
ビ
ー
部
が
主
催
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
た
。

春
日
丘
高
校
（
愛
知
県
）、
近
畿

大
学
附
属
高
校
、
大
阪
産
業
大
学
附

属
高
校
、
神
戸
甲
北
高
校
の

高
校

の
ラ
グ
ビ
ー
部
を
招
待
し
て
、
今
春

オ
ー
プ
ン
し
た
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
交
流
戦
を
行
っ
た
。

近
畿
大
学
附
属
高
校
、
神
戸
甲
北

高
校
の

で
あ
る
本
学
ラ
グ
ビ
ー

部
員
ら
が
サ
ポ
ー
ト
。
保
護
者
の

方
々
も
多
く
か
け
つ
け
、
盛
況
に
終

わ
っ
た
。

月

日
、
大
阪
国
際
大
学
法
政

経
学
部

年
次
生
の
江
田
皓
哉
さ
ん

が
、
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
（
神
奈
川

県
）
で
行
わ
れ
た
第

回
全
日

本
ア
マ
チ
ュ
ア
修
斗
選
手
権
大

会
フ
ェ
ザ
ー
級
で
優
勝
を
果
た

し
た
。

江
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

第

回
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術
全

日
本
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

大
会
ア
ダ
ル

ト
白
帯
ペ
ナ

級
（

以
下
）
や
、

ア
ダ
ル
ト
白
帯
ア
ブ
ソ
ル
ー
ト

（
無
差
別
）
級
で
優
勝
す
る
な

ど
、
数
々
の
格
闘
技
で
実
績
を

積
ん
で
き
た
。

今
回
優
勝
を
お
さ
め
た
修
斗

と
は

年
初
代
タ
イ

ガ
ー
マ
ス
ク
と
し
て
一
世
を
風
靡
し

た
佐
山

聡
に
よ
っ
て
、
打
撃
と
組

技
両
方
を
ル
ー
ル
で
認
め
る
総
合
格

年（平成 年）
大学 バンコク大学の新聞『BUNEWS』に、タイ ボランティア・

ワークキャンプに国際大生参加の件が掲載
大学 守口 女子大卒業生で現在は京都府立京都すばる高校の教諭で

ある野崎悦子さんの詩集『キラリ輝いて』（文芸社）、地
元新聞でも取り上げられ話題に

大学 守口 短大 学外オリエンテーション（ ）
大和田中 高 新校舎竣工式
大学 枚方 フレッシュマンキャンプ実施
大和田中 高 ブラスバンド部スプリングコンサート
大学 学生チャレンジ制度参加の企画・実行チーム“en”（代表

法政経 藤田泰宏さん）花見を企画
滝井高 新入生オリエンテーション（ ）
大和田高 週刊ダイヤモンド『特集 息子・娘を入れたい学校 入り

やすくて“お得”な学校一覧（関西）関関同立大学を狙
える学校 』にランクイン

滝井高 地元老人会の「もったいない運動」今春より支援
大学 守口 国コミ 小瀬木えりの助教授、フィリピンで招待講演
大学 短大 学生チャレンジ制度説明会
大学 在大阪中国総領事館教育室の李 茂森領事、本学に在学中

の中国人留学生を対象に講演
滝井高 大和田中 高 春の遠足
滝井高 第 学年、帝国ホテル大阪でマナー講習会とテーブルマ

ナー講習会
学園 春の叙勲、元帝国学園教育研究所研究員 赤井鋭夫氏に

瑞宝双光章を授与
大学 枚方 枚方図書館 メールマガジン 創刊
大学 短大 地域住民「健康教室」 人が参加
大学 枚方 岡本幸治名誉教授、講演講座「なぜ日本は謝り続けるの

か アジア諸国と日本外交」の講演後、金氏との対談に
参加

滝井高 保護者対象オープンスクールを開催
大学 守口 読売新聞ホームページ「和の学校から」名語録に国コミ

高橋尚美非常勤講師掲載
幼稚園 平成 年度 母の日記念「第 回マイカルのお母さん大

好き似顔絵全国コンテスト」で穂園直紀くん・穂園智子
ちゃんの 人が入選

大学 守口 FM HANAKO MHz『プロムナード 』の生放送イ
ンタビュー「出張ユズレンジャー」来訪

短大 家政科栄養士コース給食管理実習スタート（ ）
大学 枚方 軽音楽部 年次生ライブ開催
短大 国際文化 小林弘二助教授、大韓民国のテグ大学から特

別講義の招聘
大学 短大 人権教育センター 平成 年度 （教職員対象）第 回講

演会（ ・ ）
滝井高 川岸巳継企画管理主任が 守口市国際交流協会評議員に

就任
幼稚園 避難訓練
大学 枚方 卒業生の椙本孝思さん（経情 年卒）の著書「THE

CHAT」が携帯・電子書籍で販売。新作小説も刊行決定
大学 短大 少林寺拳法関西学生新人大会で濱崎晃治さん（心理コミ

）、平田由香里さん（人健 ）の 人が敢闘賞受賞
幼稚園 親子遠足
大学 短大 軽音楽部・フォークソング部合同ライブ開催
大学 枚方 FM HANAKO MHz『もりかど探偵団』に法政経学部

鎌野多美子教授が生出演
滝井高 撫子会総会
大学 守口 第 回YOSAKOIソーラン祭りで、人健 年次生 今村龍

太さんが副代表の「関西京都今村組」が第 位（ ）
大和田中 スコッチオークバーンカレッジ校（オーストラリア・タ

スマニア州）来校・ホームステイ（ ）
学園 教職員表彰（大学・短大）体育センター 今川 功職員、

スポ行 久保田豊司教授、幼保 小倉幸雄助教授、（滝井
高校）阪井順子職員、（大和田中）平成 年度中学校構成
員一同 人

大学 短大 キャリアセンター主催 サクセス・プログラム 社会人
への準備講座 スタート

幼稚園 音楽発表会
学園 社団法人門真納税協会発行の『税と繁栄』第 号の「ふ

るさと人物対談 すてきな人たち」に奥田吾朗理事長登場
滝井高 年生、出身中学校訪問
大和田中 高 平成 年度 入試説明会
学園 京阪京橋駅に時計タイアップ電照広告板
短大 国文学科小林弘二助教授が 月に大韓民国のテグ大学で特

別講義を行った内容が現地新聞に「日本旅行業の動向」
と題して掲載（ ）

幼稚園 水遊び開始
滝井高 年普通科修学旅行
大学 守口 留学生別科「伝統文化研究 」・国コミ「茶道・華道文化」

合同授業でゆかたの着付け実習
大学 短大 「ハイツなでしこ」寮の避難訓練実施
大学 守口 オンエアのFM HANAKO MHz『もりかど探偵

団』に、谷玲子非常勤講師が出演
大学 守口 スポーツ行動学科説明会開催
大和田高 週刊エコノミスト 号『有力大学合格者数が伸びた中

高一貫ベスト 』の第 位ランクイン
滝井高 二中校区地域協議会文化行事・演奏会に吹奏楽部が出演
滝井高 高校総体バレー出場壮行式・壮行会
大学 枚方 人工芝完成式実施
大学 守口 寝屋川市スポーツインストラクター養成講習会にスポ行

井上芳光教授・佐々木弘志教授・世戸俊男教授がそれぞ
れ講師として参加（ 、 ）

大学 枚方 学友会主催七夕・かき氷大会“COOLになろうぜ ”
滝井高 カナダ語学研修（ ）
大和田中 七夕で短冊に願い
大学 枚方 大学枚方キャンパス主催インターンシップ事前研修
滝井高 吹奏楽部、守口市吹奏楽発表会に出演
大和田高 修学旅行（ ）
大和田中 林間学舎（ ）
大学 枚方 卒業生の椙本孝思さん（経情 年卒）の新作ホラー小

説「雨の降る夜、死霊メールが」、携帯サイトで連載スター
ト

大学 短大 中国広東省中山市訪日団一行が守口キャンパスを訪問
大学 守口 スポ行 川口真由子さん（ 年次生）と青木亮子さん（

年次生）全日本武術太極拳大会で優勝（ ）
大和田中 中 ・校外学習（於 私のしごと館）
短大 家政科・大阪府守口保健所共催、食育イベント今年も開

催
大学 枚方 メーカー商品開発インターンシップ、サントリーで成果

を披露
短大 幼児保育学科体育コース スポーツ方法論・実習VI（キャ

ンプ）
滝井高 FM HANAKO MHzの番組『プロムナード 』内の「と

びだせ！これが青春だ！」にバレーボール部の才崎監督
とマネージャー山川愛弓、金井麻美（ともに 年生）が
出演

滝井高 コーラス大会
短大 第 回ジョイフルコンサート
大学 枚方 滝井高 枚方キャンパスの学生が全国大会を前にした滝井高校バ

レーボール部を取材。エフエムひらかた「O I U from
the students」でオンエア

大学 枚方 軽音楽部定期演奏会
滝井高 FMひらかたのスポーツ番組「HIRAKATAスポーツ応援団」

に枚方市出身のバレーボール部員金井麻美（ 年生）が
中田校長と大古先生と共に出演

大学 短大 スポーツ報知 関西キャンパス COMで女子バレーボール
部紹介。カメラマンは政経学部 年卒業生でスポーツ報
知社員の田村龍一さん

大学 留学生別科平成 年度前期修了式及び単位認定書授与式
短大 幼保 中川保子助教授企画・出演のコンサート『絵本を

歌うvol 』開催
短大 幼保 植田光子教授、著書『手あそび百科』（ひかりのく

に）が発行 ヵ月で約 万部
大学 枚方 軽音楽部、他大学との合同ライブ開催
短大 第 回幼児教育大講習会分化会で「保育者必修！楽しい

手あそびうた」講演
大学 短大 ふれあいサマースクール、ボランティア活動研究会が実

施（ ）
短大 幼保 谷 玲子非常勤講師が代表を務めるPHファミリー

体操サークルが北河内ケーブルTVの取材を受けインター
ネットでも公開

大和田中 高 中学 年・高校 年一貫生 学習合宿（ ）
大和田高 第 学年 夏期学習合宿（ ）
大和田高 第 学年 夏期学習合宿（ ）
短大 国文学科 奥村文男教授、ケーブルテレビ・日本文化チャ

ンネル桜の『佐藤勝巳の現代コリア研究』「第 回 急げ！
憲法改正」で佐藤氏と対談

大学 短大 合唱部、守口老人保健施設ラガールで第 回ひまわりコ
ンサート

大学 守口 海洋・野外スポーツ実習 ・ で徳島県阿南市へ（
）

大和田中 高 芸術鑑賞会
大学 守口 リーダーシップ特別演習（集中授業）、心理コミ 年次生

を対象に実施
大和田中 English Seminar実施
大学 守口 対人コミュニケーション演習（集中授業）に心理コミ

回生 人が参加（ ）
滝井高 第 回後援会懇談会開催
大和田中 JOCジュニアオリンピックカップ 第 回全国都道府県対

抗中学バレーボール大会結団式 大和田中バレーボール
部からは府選抜メンバーとして木村正章監督他 人が選
出

幼稚園 避難訓練
大学 短大 推薦入学選考始まる。主要駅にてPR展開
短大 保育技術演習「夏期幼児教育研修」（ ）
大学 留学生別科 平成 年度後期入学式・新入生歓迎パーティ
大学 守口 人間科学部スポーツ行動学科 佐々木 弘志教授監修の

門真市シルバー人材センター『健康体力テスト』開催
（ ）

大学 社団法人門真市シルバー人材センター主催『シルバーエ
イジの健康体力測定会』を後援（ ）

大学 枚方 経営情報学部、リフレッシュデイキャンプ開催
滝井高 FM ひらかたサテライトスタジオで『Let s Enjoy スクー

ルライフ』スタート
短大 幼児保育学科・植田光子教授、守口市『おやこであそぼ

広場（子育てグループ育成事業）』にて講師
大学 守口 女子大卒業生で現在は京都府立京都すばる高校（京都市

伏見区）の教諭である野崎悦子さんの詩『チャンス チャ
ンス』が『福祉歌謡』の歌詞募集で最優秀賞受賞

大学 守口 人健 年次生 今西奈央さん、雑誌『御堂さん』の表紙
モデルに

大学 枚方 卒業生の椙本孝思さん（経情 年卒）の著書『THE
CHAT』『THE CHAT ver 』が文庫化

大学 国旗カードゲーム「エポワルタ」大会に企画立案などで
協賛

大和田高 年分野別説明会
大学 短大 協定校バンコク大学（タイ）の訪問団来校
短大 幼保「音楽 」 幼稚園で歌おう （担当教員 中川保

子助教授）で、歌や手遊びを園児らに発表
大和田中 高 保護者・教職員合同懇親会
大学 短大 憲法学会第 回総会・研究集会、枚方キャンパスを会場

に開催
大和田中 高 姉妹校 St Mildred s Lightbourn School（加）来校、歓迎

式典
大和田中 高 人権ホームルーム
幼稚園 園外保育「芋掘り」
大学 カンボジアボランティアワークキャンプ写真展（

）、研修報告会（ ）
大和田高 大阪私学情報化研究会ICTプロジェクト「プレゼン甲子園

」で優勝
短大 幼保音楽コースの学生、守口自動車教習所「第 回ふれ

あい祭り」に参加
大学 枚方 FMひらかたサテライトスタジオで枚方大学祭実行委員会

が生出演
滝井高 読売テレビ「ズームイン SUPER」内のコーナー『ズム校』

にて紹介
大学 守口 心理コミ 石井 滋教授『所さんの学校では教えてくれな

いそこんトコロ（ ）テレビ東京編』（集英社）に登場
大学 枚方 卒業生の椙本孝思さん（経情 卒）の新刊『明日、キャ

ロラインカフェで』アルファポリスから刊行
大学 守口 幼稚園 心理コミ 長澤彰彦教授ゼミ 年次生が大学祭模擬店の収

益金 円を幼稚園に寄付。幼稚園は三輪車を購入
滝井高 幼稚園 チャイルドケアコースが近隣 幼稚園の園児を招き「た

きいふれあいまつり」開催。送迎バスの試乗も
大学 枚方 枚方市役所と日韓文化親善協会の共催の「ワニ塚記念行

事」にOIUの韓国留学生が参加
大学 枚方 卒業生の西垣 充さん（経情 卒）ミャンマーで設立し

た会社がNHK BS 番組をコーディネート
大学 短大 大和田高 卒業生 人がメンバーの塩野義製薬女子ソフトボール部、

阪神タイガースファン感謝デーで試合

ヘッドラインニュースヘッドラインニュース

滝滝滝滝滝滝滝滝滝滝滝滝
井井井井井井井井井井井井
高高高高高高高高高高高高
────────────────────────女女女女女女女女女女女女子子子子子子子子子子子子────────────────────────

ババババババババババババ
レレレレレレレレレレレレ
ーーーーーーーーーーーー
、、、、、、、、、、、、
準準準準準準準準準準準準
優優優優優優優優優優優優
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

滝
井
高
──
女子
──

バ
レ
ー
、
準
優
勝

生徒ら 人、整然と応援生徒ら 人、整然と応援

選
手
た
ち
の
大
き
な
力
に

年
連
続

守
口
市
長
、
メ
ダ
ル
贈
る

長
よ
り
選
手
全
員
に
メ
ダ
ル
が
贈

ら
れ
、
ま
た
守
口
市
教
育
委
員
会

か
ら
は
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
け

た
。

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰

大学・短大

（
敬
称
略
）

平
成

年
度
前
期

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
〔
平
成

年
度

関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女
子
春

季

部
リ
ー
グ
戦
ベ
ス
ト
サ
ポ
ー
タ
ー

賞
〕

眞

晶
子
（
ス
ポ
行

）〔
同

新
人
賞
〕

小
森
千
加
（
同

）〔
同

敢
闘
賞
〕

闘
技
の
競
技
化
を
目
指
し
創
設
さ
れ

た
も
の
。

、

な
ど
で
活

躍
し
て
い
る
多
く
の

選
手
が
修
斗
出
身
で
、

格
闘
技
界
の
新
潮
流

と
し
て
世
界
的
に
注

目
を
集
め
て
い
る
と

い
う
。

江
田
さ
ん
は
、
今

回
の
修
斗
の
大
会
戦

績
に
よ
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
修

斗
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か

ら
プ
ロ
昇
格
を
認
め

ら
れ
て
い
る
。

「
卒
業
後
は
、
国

際
大
大
学
院
へ
進
学

し
、
プ
ロ
と
し
て
格

闘
技
を
続
け
ま
す
。

パ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ー
パ
ウ
ン
ド
で
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
目
標
」
と
語
っ
て
い

る
。

江田さん
法
政
経 修斗でも

全日本フェザー級アマ選手権

格闘技界で数々の栄誉

大きな声援を得て、攻めに守りに力を発揮した滝井高校バレー部（手前）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

中

央

大

会

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

中

央

大

会

大
和
田
中
学
女
子

バ
レ
ー
ベ
ス
ト

度
目
の
全
日
本
選
手
権

「
和
を
も
っ
て
制
す
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
全
員
バ
レ
ー
で
全
国
制
覇

を
目
指
し
て
い
る
大
阪
国
際
大
和
田

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
女
子
）

は
、

月
に

日
間
に
か
け
て
行
わ

れ
た
大
阪
優
勝
大
会
で
、
見
事
優
勝
。

さ
ら
に
続
く

月
の
第

回
近
畿
中

学
校
総
合
体
育
大
会
で
も
見
事
優
勝

し
、

年
連
続

回
目
の
全
日
本
出

場
を
果
た
し
た
。

徳
島
市
で
開
催
さ
れ
た
第

回
全

日
本
中
学
校
選
手
権
大
会
で
は
、

月

日
の
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
き
、

日
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
。

多
く
の
声
援
に
支
え
ら
れ
て
健
闘
し

た
も
の
の
福
岡
の
築
上
東
中
学
校
に

破
れ
た
が
、
堂
々
の
ベ
ス
ト

の
成

績
を
お
さ
め
た
。

同
部
は
、
守
口
市
教
育
委
員
会
か

ら
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
。

西
日
本
大
会
ベ
ス
ト

西
都
大
学

部
優
勝

国
際
大
軟
式
野
球
部

大
阪
国
際
大
学
軟
式
野
球
部
が
、

年
連
続

回
目
の
西
日
本
大
会
で

ベ
ス
ト

の
成
績
を
お
さ
め
た
。

月

日
、
西
都
大
学
連
盟

部

リ
ー
グ
で

勝

敗
で
優
勝
し
、

月

日
か
ら
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催

さ
れ
た
西
日
本
大
会
に
同
連
盟
第
一

代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

中
京
学
院
大
学
、
高
知
大
学
、
近

畿
大
学
工
学
部
を
破
り
、

日
、
決

勝
進
出
を
か
け
て
京
都
産
業
大
学
と

戦
っ
た
が
、
接
戦
の
末

対

で
惜

敗
し
た
。

世
界
大
学
女
子

ソ
フ
ト
選
手
権

舟
木
さ
ん
──
スポ行
──
が
大
活
躍

大
阪
国
際
大

学
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
所
属

の
舟
木
千
恵
外

野
手
（
ス
ポ
ー

ツ
行
動
学
科

年
次
生
）
が
、
台

湾
・
台
南
市
で
行
わ
れ
た
第

回
世

界
大
学
女
子
選
手
権
大
会
の
日
本
代

表
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
、
全
試
合

ス
タ
メ
ン
出
場
し
た
。

久
保
田
豊
司
同
部
監
督
も
コ
ー

チ
と
し
て
参
加
し
、
チ
ー
ム
は
銅
メ

ダ
ル
に
輝
い
た
。

大
会
は
、

月

日

日
。
舟

木
さ
ん
は
、

番
セ
ン
タ
ー
で
、
南

ア
フ
リ
カ
戦
で

塁
打
、
台
湾
戦
で

も

塁
打
を
放
つ
な
ど
世
界
の
強
豪

相
手
に
大
活
躍
し
た
。

馬
場

満
顧
問
（
学
生
課
係
長
）

は
、「
多
く
の
保
護
者
の
方
が
来
学

さ
れ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
学
生

食
堂
で
昼
食
を
用
意
し
味
わ
っ
て
も

ら
い
、
学
生
ホ
ー
ル
、
ラ
ウ
ン
ジ
を

更
衣
場
所
と
し
て
開
放
し
ま
し
た
。

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
大
学
の
施

設
を
実
際
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
本
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

出
来
、
大
変
有
意
義
な
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。」
と
語
る
。

な
お
、

月

日
に
は
、
大
阪
朝

鮮
高
級
学
校
、
江
の
川
高
校
（
島

根
）、

月

日
に
は
、
上
宮
高
校
、

田
辺
工
業
高
校
（
和
歌
山
）、
王
寺

工
業
高
校
（
奈
良
）
ラ
グ
ビ
ー
部
の

練
習
試
合
が
本
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
。
今
後
も
様
々
な
高
校
を
招

き
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
交
流
を

図
っ
て
い
く
予
定
だ
。

ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
タ
盛
況

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

高
校
を
招
き
交
流
戦

国
際
大
ラ
グ
ビ
ー
部
主
催
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大
学
・
短
大

大
学
・
短
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、

月

日
の
守
口
キ
ャ
ン

パ
ス
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
。
枚
方

で
は

回
、
守
口
で
は

回
開
催
さ

れ
、
総
計

人
の
入
場
者
が

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

修
士
課
程
二次

経営情報学研究科

月 日（木） 日（木） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（金）総合社会科学研究科

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ

平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生・生徒募集要項

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続日

大阪国際滝井高等学校
普通科

体育・吹奏楽コース
アカデミック（標準）コース
チャイルドケア（幼児保育進学）コース
ナーシング（看護進学）コース
エクセレント（特進）コース 平成 年 月 日（月） 月 日（水） 月 日（金）

月 日（土） 月 日（日） 月 日（月）

国 際 科

大阪国際大和田高等学校 普通科 理数コース 英数コース 平成 年 月 日（月） 月 日（水） 月 日（金）
月 日（土） 月 日（月） 月 日（土）

大阪国際大和田中学校

一次
平成 年 月 日（月） 日（月）

平成 年 月 日（火） 日（金）

月 日（土） 月 日（日） 月 日（火）

月 日（日） 月 日（月） 月 日（水）

二次
平成 年 月 日（火） 日（水） 月 日（水） 月 日（木） 月 日（土）

平成 年 月 日（火） 日（土） 月 日（土） 月 日（日） 月 日（火）

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部
・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部
・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学

選考種別 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

一

般

一 般 日 程 月 日（火） 日（金） 月 日（土）・ 日（日） 月 日（金） 月 日（月） 日（金）

セ ン タ ー 利 用 期 月 日（火） 月 日（金） 独自試験なし 月 日（木） 月 日（金） 日（金）

留 学 生 期 月 日（月） 日（月） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

一 般 日 程
月 日（月） 日（木）

月 日（木）

月 日（金） 月 日（月） 日（金）セ ン タ ー 利 用 期 独自試験なし

留 学 生 期 月 日（月） 日（月） 月 日（木）

一 般 日 程
月 日（火） 月 日（月）

月 日（土）・ 日（日）
月 日（土） 月 日（月） 日（金）

セ ン タ ー 利 用 期 独自試験なし

編

入

内 部 編 入 期 月 日（火） 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

内 部 編 入 期

月 日（月） 日（木）
月 日（木） 月 日（金） 月 日（月） 日（金）

指 定 校 編 入 期

一 般 編 入 期

社 会 人 編 入 期

留 学 生 編 入 期 月 日（月） 日（月）

国
際
大
短
大
部

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

一 般 日 程 月 日（火） 日（金） 月 日（土）・ 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

セ ン タ ー 利 用 月 日（火） 月 日（金） 独自試験なし 月 日（木） 月 日（金） 日（金）

一 般 日 程 月 日（月） 日（木） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（月） 日（金）

一 般 日 程 月 日（火） 月 日（月） 月 日（土）・ 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 日（金）

一般入試の上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌日に限り守口キャンパス持ち込
みのみ受け付ける。
大学編入は国際コミュニケーション学部を除く。

国
際
大
短
大
部

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

平
成

年
度
前
期

（

は
表
彰
対
象
資
格
）

国
際
大

点
以
上

（

含
む
）
国
コ
ミ

李

洛

柱
同

点
以
上
（

含

む
）
国
コ
ミ

清
三
加
代

同

点
以
上
（

含

む
）
経
情

新
宅
翔
悟

法
政
経

多
田
茉
里

国
コ
ミ

橋
本
宗
一
郎

上
林
み
わ

井
上
博
貴

南
正
人

山
下
大
輔

同

川
崎
秋
子

佐
々

木
唯

水
田
友
梨
恵

山
田
菜
緒

吉

原
和
人

同

日
野
勝
仁

徐

茹

蔓

孫

清

張

霞

英
検

級

法
政
経

末
次
功

憲

国
コ
ミ

山
田
菜
緒

同

中

松
愛

心
コ
ミ

大
村
将
人

国
際
連
合
公
用
語
英
語
検
定

級

国
コ
ミ

青
砥
茉
由

ス
ペ
イ
ン
語
技
能
検
定
試
験

級
合
格

国
コ
ミ

橋
本
宗
一
郎

日
本
語
能
力
試
験

級

経
情

金

桂
花

同

鄭

国
コ

ミ

李

洛
柱

尚

菲

同

李

桂
容

同

張

建
輝

ス
ポ
行

譚

亜
寧

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ

級
技
能
士
・

取
得

心
コ
ミ

畑
中
孝
公

販
売
士
検
定

級

経
情

田
中

祐
輔

安
藤
優
希

上
田
憲
一
郎

同

青
木
健
一
郎

伴
野
智
洋

石
岡

聡
司

伊
藤
健
太

伊
藤
幸
代

岸
本

晋
一
郎

小
松

亮

松
尾

翼

松

阪
健
太

斧
渕
克
也

小
田
ヘ
ル
レ
ン

関
谷
信
夫

清
水
孝
次

平
原
相
久

同

青
柳
拓
也

足
立
将
大

安

東
英
路

池
田
貴
允

市
村
美
沙
子

伊
藤

舞

井
上
雄
介

岩
本
浩
司

上
原
知
尚

王

浩

王

麗
苗

岡
井
香
奈
子

小
笹
高
明

小
笹
裕
介

尾
花
忠
夫

香
川
洋
臣

郭

君

亀
井
千
鶴

川
井
田
健

河
原
健
治

河
村
光
義

北
川
博
明

木
村

智

具
足

亮

小
里
一
樹

酒
井
崇
旭

榊
原
明
宏

佐
々
秀
二

里

尚
融

佐
藤
慎
悟

更
井

恵

庄
嶋
祐
司

徐

興
麗

杉
山
雄
一

関
田
敏
也

芹
川
雄
飛

曹

洋

瀧
山
健
司

辰

巳
し
お
り

田
中
悠
介

谷
口

彰

玉
木

俊

柘
植
貴
文

辻

修
平

仲

蓉
蓉

中
島
貴
宏

永
川
太
地

鳴
海
俊
介

橋
本
亜
希
子

長
谷
川

純
一

付

云
鵬

藤
井

大

藤
沢
力
也

藤
田

景
一

細
尾
俊
夫

堀
口
秀
樹

堀
野

暢
人

坊
農
翔
太

馬

連
濱

松
本

龍
太
郎

三
浦
孟
朗

満
島
直
也

三

藤
洋
平

森
井
霧
音

矢
島

圭

山

田
隆
弘

山
本
哲
也

山
脇
宏
樹

吉

永

翔

吉
橋
由
起

佳
山

光

与

那
嶺
達
也

劉

小
強

劉

芳

同

有
瀧

希

今
本
英
男

斉
藤
拓
己

武
田
ま
な
み

辻
川
祐
介

長
谷
川
皓
一

広
田
達
也

藤
元
友

貴

松
岡
悟
史

松
山

慶

水
戸
勇

佑

光
武
美
穂

村
上
数
磨

村
上
政

樹

山
口
志
保

山
田
伊
織

渡
辺
直

祈日
商

検
定
「
文
書
作
成
」

級

心
理
コ
ミ

荒
田

恵

同

級

心
理
コ
ミ

佐
藤
こ
の

実
情
報
処
理
技
術
者
試
験

経
情

高
屋
慶
成

パ
ソ
コ
ン
検
定

級

経
情

宮
野
智
暢

パ
ソ
コ
ン
検
定
準

級

経
情

谷
澤

良

同

上
柴

了

西

村
政
輝

劉

小
強

パ
ソ
コ
ン
検
定

級

経
情

小
森
裕
史

中
山
将
志

同

吉
良

雄
樹

小
畑
裕
吾

佐
々
木
健
之

杉

本
純
子

山
下
洋
平

鈴
木
貴
宗

池

上
晃
弘

佐
藤
友
祐

高
田
真
一

同

西
村
政
輝

長
岡
勇
希

北
川
博

明

菅
崎
達
也

吉
田
和
徳

斉
藤
孝

之

同

竹
内
一
良

丸
山
和
晃

伊
賀
並
直
孝

加
門
優
也

柳

俊
吉

岸

大
典

岡
田
え
り
子

坂
部
雄

弥

法
政
経

丁

紅

柳

俊
峰

同

山
名
健
志

小
野
田
正
之

同

梅
谷
吉
隆

末
次
功
憲

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ
試
験

経
情

上
柴

了
経
情

工
藤
正
行

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
主
催
ス

キ
ー
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト

級
合
格

経
情

京
塚
啓
太

短
大

日
本
語
文
書
処
理
技
能
検
定

級

国
文

前
谷
明
奈

今
谷
久

美
子販

売
士
検
定

級

家
政

右

寺
美
幸

森
野

桜

山
口

愛

山

崎
淳
子

山
本
由
佳

吉
村
真
衣

日
本
漢
字
能
力
検
定

級

幼

保

門

真
衣

藤
澤
美
穂

藤
田

亜
希
子

秘
書
技
能
検
定

級

家
政

角
田
真
理
子

国
文

笠
嶋
万
友
美

カ
ワ
イ
ラ
イ
セ
ン
ス
グ
レ
ー

ド

幼
保

西
田
麻
充
子

藤
澤

美
穂

若
山
春
菜

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
検
定

級

国
文

藤
本
紗

由
美

内
藤
早
紀

今
谷
久
美
子

（

面
に
続
く
）

入
学
し
た
い
第

志
望
大
学

目
ざ
す

入
学
し
た
い
第

志
望
大
学

目
ざ
す

来
春
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
が
誕
生
す
る
こ
と
に
伴
い
、

大
学
は
、
経
営
情
報
学
部
（
入
学
定

員

名
）・
法
政
経
学
部
（
同

名
）・
人
間
科
学
部
（
同

名
）・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
（
同

名
）
の
計

学
部
総
入
学
定
員

名
を
擁

す
る
大
学
へ
と
変
貌
い
た
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
今
年
度
前
半

の
募
集
広
報
活
動
は
、
新
学
部
開
設

の
広
報
を
中
心
に
、
各
地
説
明
会
で

の
受
験
生
対
面
相
談
、
高
校
訪
問
、

大
規
模
な
交
通
広
告
の
実
施
な
ど
、

前
年
度
以
上
の
体
制
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
夏

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

歳

人
口
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
好

調
で
あ
っ
た
昨
年
度
並
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
入
試
制
度
と
し
て

は
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
の
特
性
を
活
か
し
英
検
準

級
以

上
取
得
者
に
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
得
点

加
算
の
特
典
を
付
与
す
る
な
ど
、
優

秀
な
生
徒
の
確
保
に
向
け
た
入
試
制

度
も
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
高
校
の

進
路
指
導
部
か
ら
も
、
英
語
イ
ン
テ

ン
シ
ブ
コ
ー
ス
を
は
じ
め
本
学
の
従

来
か
ら
の
語
学
教
育
な
ど
を
高
く
評

価
し
て
い
た
だ
き
、
指
定
校
推
薦
な

ど
の
依
頼
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
、
概
ね
当
初
目
標
の

活
動
計
画
を
完
遂
し
、
入
試
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

既
に

月
か
ら
順
次
実
施
し
て
い

る

入
学
選
考
や
推
薦
入
学
選
考

等
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
ま
ず

目
標
数
を
確
保
し
善
戦
し
て
い
る
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
の
入
試
展
開
は
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
。

い
よ
い
よ

月
以
降
、

年
度
入

試
も
中
盤
か
ら
終
盤
を
迎
え
ま
す
。

本
学
が
「
入
学
し
た
い
第

志
望
の

大
学
」
と
し
て
、
社
会
か
ら
高
い
評

価
を
獲
得
す
る
た
め
、
学
生
中
心
の

教
育
支
援
、
地
道
な
実
績
づ
く
り
を

中
心
に
大
学
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
夏
に
は
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

に
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
、
守
口

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

建
て
替
え
に
続
き
、
来
春
、
新
し
い

学
生
食
堂
棟
も
完
成
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
魅
力
あ
る
大
学
・
短
大
づ
く

り
に
努
め
、
受
験
生
に
広
報
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
大
学
・
短
大

入
試
・
広
報
部

課
長
代
理

藤
井

重
喜
）

盛
況

好
評

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

盛
況

好
評

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

学
科
紹
介
や
相
談
コ
ー
ナ
ー

教
科
ご
と
の
入
試
対
策
講
座
も

キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
や
学
部
学
科

の
内
容
な
ど
に
触
れ
た
。

毎
年
好
評
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

や
学
科
紹
介
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
、

在
学
生
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
じ

め
、
人
間
科
学
部
各
学
科
が
「
恋
愛

の
心
理
学
」「
ス
ト
レ
ス
撃
退
法
入

門
」
「
あ
な
た
の
健
康
度
チ
ェ
ッ

ク
！
」、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
が
「

」、

短
大
で
も
各
種
実
習
な
ど
を
用
意
し

た
。経

営
情
報
学
部
で
は
、「
ラ
イ
ブ

国際大枚方キャンパスでは、住田裕子弁護士を
迎え、特別講演会を開催した。

ド
ア
事
件
の
背
景
」「

で
リ
ン

ゴ
を
描
い
て
み
よ
う
！
」「
モ
ン
ゴ

ル
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

留
学
生
が
作
る

本
場
の
味

」。

法
政
経
学
部
で
は
「『
女
の
人
生

す
ご
ろ
く
』
ル
ー
ル
編
」「
ヒ
マ
ラ

ヤ
王
国
ネ
パ
ー
ル
で
の
楽
し
い

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
な
ど
、
盛
り

沢
山
の
模
擬
授
業
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
。
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

月

日
に
住
田
裕
子
弁
護
士
特
別

講
演
会
も
開
催
さ
れ
た
。

滝
井
高
校

滝
井
高
校
で
は
、

月

日
と

月

日
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
た
。
ナ
ー
シ
ン
グ
、
チ
ャ
イ
ル

ド
ケ
ア
な
ど
各
コ
ー
ス
授
業
体
験
や

ク
ラ
ブ
体
験
、「
ゆ
か
い
な
英
会
話
」

「
日
本
文
化
体
験
」「
食
文
化
体
験
」

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。

参
加
者
は
合
計

人
（
保
護
者

含
む
）。大

和
田
高
校

大
和
田
高
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
は
、

月

日
に
開
催
さ
れ
た
。

来
場
者
は

人
を
超
え
、
ク
ラ

ブ
体
験
や
教
科
ご
と
の
入
試
対
策
講

座
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
」「
勾
玉
づ
く
り
」
な
ど
の
体
験

学
習
を
中
学
生
ら
は
楽
し
ん
だ
。

大
和
田
中
学

大
和
田
中
学
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
は
、

月

日
と

月

日
に
開

催
。

組
の
保
護
者
と
生
徒
が

参
加
さ
れ
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
生

演
奏
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
在
校

生
に
よ
る
発
表
「
タ
ス
マ
ニ
ア
へ
の

旅
」
や
英
会
話
や
パ
ソ
コ
ン
体
験
、

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
ク
ラ
ブ
活
動

な
ど
を
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
だ
。

大
和
田
幼
稚
園

大
和
田
幼
稚
園
で
は
、

月

日

入
園
希
望
者
に
対
し
て
入
園
説
明
会

が
開
か
れ
、

人
が
参
加
。
園
で
の

生
活
を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
上
映
を
は

じ
め
、
来
年
度
か
ら
運
行
す
る

バ
ス
に
よ
る
通
園
方
法
の
説
明
な

ど
も
行
っ
た
。

年度 入試展望年度 入試展望
新
設
さ
れ
る
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
も
優
秀
な
学
生
確

保
を
め
ざ
す
。（

月
、
守
口
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
）

優秀学生確保の優秀学生確保の
入試制度も導入入試制度も導入

大学 短大
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求職者により良い情報提供
日曜日の朝刊の折込求人紙、町で見かける無料の求人フリーペーパー、インター

ネットや携帯から仕事探しができるe aidem、合同企業説明会など、時代のニーズ

に合わせた形で求職者により良い情報を提供しているのがアイデムです。

はやこの会社に就職して丸 年がたとうとしています。就職活動をしている時に

いろいろな会社の求人を見て、もっとこのあたりがわかればいいのになぁ、自分な

らこの情報を載せたいなぁ、自分で作ってみたいなぁ、と思ったことがこの会社に

入社したきっかけでした。

大学時代はよく学び、それと同じくらい遊びました。時間が豊富にある学生時代

にどれだけの知識を身につけることができるか、そしてどのようなジャンルでもい

いので、自ら学ぶということが社会に出たときに大きな財産となります。

一度仕事に就くと、なかなかまとまった時間をとることは難しいので、学生時代

にしかできない事（海外旅行、一人旅など）をしておくのも、いい思い出になると

思います。

大
阪
国
際
大
学

法
政
経
学
部
法
政
経
学
科

年
卒

株
式
会
社
ア
イ
デ
ム
西
日
本
事
業
本
部

大
阪
北
営
業
所

リ
ー
ダ
ー

東
根

正
和

アジア就職のすすめ
大学を卒業後、JTBで添乗員として就職したのですが、その頃、テロの影響で海

外に行くチャンスが遠ざかったんです。どんな手段でも、海外関係の仕事に就きた
かったので、いろいろ探しているときに、プーケットにあるリゾートホテルでのイ
ンターンシップの話を耳にしました。
すぐに、留学斡旋会社と連絡し、詳しい内容を確認し、申し込みました。半年後、

研修先のホテルも決まり、会社も辞め、タイに行くことを決断しました。そして半
年契約だったのですが、本採用され、日本人スタッフとして働くことになりました。
最初はタイ語に戸惑いもありましたが、基本的には英語での対応でしたので、仕
事には問題なく、タイ人の気質もすごく自分にあって、楽しく過ごせました。その
間、SARSや津波といった災害にあいましたが、それもある意味でいい経験をした
と今は感じます。

年半タイで働いた後、リゾートとは反対のシティホテルに興味をもち、クアラ
ルンプールへ移動しました。そこでは毎日、目まぐるしい忙しさに圧倒されました。
タイ人と違って、マレーシア人、特に中華系はみんなばりばり働いていて、最初は
輪に入るのも大変でした。もちろん、日がたってくると、みんな協力的だったりす
るんですが・・・
こんな私の海外就職のやりかたには、すごく時間がかかったけれど、着実にやっ
てきたと自信を持っていえます。いろんな語学を学べてすごく刺激的です。もっと
もっと、日本人が、活躍できる場所が増えれればいいなと思います。
特にマレーシア・シンガポールはインターンシップも盛んですし、それに参加す
るのも一つの手段です。せっかく国際大学を卒業した一人として、この経験が後輩
たちの何かのきっかけに役立てたらと思います。
みなさんもアジアに就職いかがですか？海外にいながら、生活はなんとなく日本
に近い。だからこそ、居心地がいい。私は、これからも海外でスタンバイする日本
人として働いていきます。

大
阪
国
際
女
子
大
学

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年
卒

マ
レ
ー
シ
ア

ヒ
ル
ト
ン
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

ゲ
ス
ト
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

太
田

朋
未

OB・OGレポートOB・OGレポート

日
本
経
済
新
聞
の

月

日
付
け

の
朝
刊
に
も
「

年
度
採
用

状
況
調
査
で
は

年
春
大
卒

の
入
社
予
定
者
が

年
よ
り

％
増
え
、

年
連
続
で

ケ

タ
増
と
な
っ
た
」
と
の
記
事
が
出
て

お
り
就
職
環
境
の
改
善
の
状
況
を
裏

付
け
て
い
ま
す
。

本
学
も

月
末
日
の
就
職
内
定
率

は
、
大
学
が
昨
年
比

％
か
ら

％
へ
、
短
大
も

％
か
ら

％
へ
上
昇
し
て
い
ま
す
。
内

定
者
数
を
比
べ
て
み
て
も
大
学
は

名
か
ら

名
で
約

倍
に
な
り
、
短
期
大
学
は

名

で
昨
年
と
同
数
で
す
が
、就
職
率（
就

職
決
定
者

卒
業
者
）は
大
学
が

％
、
短
大
が

％
だ
っ
た

年

月
卒
を
超
え
る
数
字
に
な
る
と

経
営
情
報
学
部

年
次
生

研
修
先

パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

高
見

裕
子

私
は
、
株
式
会
社
パ
ワ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
営
業

の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に

日

間
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

正
直
、
私
は
ど
う
い
う
仕
事
を
し
た

い
の
か
、
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
為
に
、
興

味
が
あ
っ
た
営
業
と
い
う
仕
事
が
ど

う
い
っ
た
も
の
な
の
か
を
知
り
た
い

と
思
い
参
加
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

研
修
先
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、

敬
語
、
人
間
関
係
、
営
業
を
す
る
楽

し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

敬
語
の
一
つ
で
も
、
日
頃
ア
ル
バ
イ

ト
先
で
は
通
用
す
る
事
で
も
、
一
歩

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

年
次
生

研
修
先

今
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
林

睦

私
は
、
京
橋
に
あ
る
医
療
法
人
今
村

ク
リ
ニ
ッ
ク
併

設
の
メ
デ
ィ
カ

ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス

で
実

習
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

は
主
に
生
活
習
慣

病
を
伴
う
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

来
春
卒
業
の

大
学
・
短
大
生

バ
ブ
ル
期
並
み
売
り
手
市
場

来
春
卒
業
の

大
学
・
短
大
生

バ
ブ
ル
期
並
み
売
り
手
市
場

就職環境 視界良し就職環境 視界良し
内
定
率
は
大
学

％
、短
大

％
増
に

景
気
の
上
昇
と
と
も
に
回
復
し
て
き
た
求
人
が
平
成

年
度
に
一
気
に
増
加
し
、
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
の
調
査
で
は
、

新
卒
の
民
間
企
業
の
求
人
数
が
約

万
人
に
上
り

年
間
で
約

万
人
増
え
た
計
算
に
な
り
ま
し
た
。
か
な
り
よ
く
な
る

と
予
測
し
た
求
人
状
況
で
し
た
が
、予
測
を
は
る
か
に
超
え
バ
ブ
ル
期
と
変
わ
ら
な
い
売
り
手
市
場
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

大学 年次生を対象に行われたグループ別ガイダンス リクルートスーツ編の様子
（ 月 日、守口キャンパス）

思
わ
れ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
し
て
は

年

度
に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
就
職
講

座
と
し
て
導
入
し
た

プ
ロ
グ

ラ
ム
が

年
度
は
授
業
科
目
「
キ
ャ

リ
ア
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

・

・

」

と
し
て
開
講
さ
れ
、
前
期
分
は
夏
期

休
業
期
間
の

月

日
か
ら

日
ま

で
の

日
間
に
集
中
講
義
形
式
で
計

コ
マ
の
講
義
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

年
度
か
ら
は
本
学
も

プ

ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
機
関
と
し
て
認
め

ら
れ
た
た
め
、
基
礎
学
力
の
「
読
み

書
き
」「
計
算
」「
社
会
人
常
識
」
と

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の

領
域
に
つ
い

て
修
了
し
た
大
学
生
、
短
大
生
合
わ

せ
て

名
に
修
了
証
を
発
行
い

た
し
ま
し
た
。

月
に
入
り
卒
業
前
年
次
生
へ
の
就

職
指
導
も
始
ま
る
時
期
に
な
り
ま
し
た

が
、

年
度
は
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
の
主
旨
や
目
的
、
日

程
等
に
関
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

用
し
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
と
比

べ
、

倍
以
上
の
出
席
が
あ
り
、
申
し

込
み
を
必
要
と
す
る
講
座
も
定
員
を

オ
ー
バ
ー
し
て
急
遽
、
講
座
を
追
加
す

る
と
い
う
状
況
で
す
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

学
生
指
導
用
の
テ
キ
ス
ト
も
就
職
活

動
の
手
引
き
で
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

ブ
ッ
ク
、
自
己
分
析
や
企
業
研
究
の

ほ
か
、
履
歴
書
を
書
く
練
習
も
で
き

る
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
に
加
え
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用
冊
子
と
し
て
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
新
規
に
作
成
し
、

学
生
に
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
の

啓
発
に
務
め
て
い
ま
す
。

先
の
見
通
し
が
悪
く
手
ご
た
え
を

感
じ
な
い
時
よ
り
も
、
努
力
が
成
果

と
し
て
実
感
で
き
る
時
の
方
が
学
生

も
頑
張
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
来
年
度

の
就
職
環
境
は
、
そ
れ
こ
そ
目
的
を

明
確
に
し
て
就
職
活
動
を
継
続
す
れ

ば
、
必
ず
成
果
は
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
、
学
生
諸
君
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
学
・
短
大

キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
課
長

定
國

通
雄
）

先
生
の
熱
意
、
気
概
感
じ
た

先
生
の
熱
意
、
気
概
感
じ
た

就
職
説
明
会
、
留
学
、
資
格

大
学
・
短
大
で
、
今
年
度
も

月

に
保
護
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

就
職
説
明
会
や
、
学
生
生
活
を
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
の
、
教

務
、
留
学
、
資
格
取
得
、
学
生
生
活

全
般
な
ど
に
つ
い
て
、
個
別
に
保
護

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
毎

年
好
評
を
得
て
い
る
。

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

月

日
に
行
わ
れ
た
。

大
学
人
間
科
学
部
は
、

部
構
成

で
行
わ
れ
、
第

部
の
就
職
説
明
会

に
は

組
、
第

部
の
学
科
別

教
育
懇
談
会
に
は

組
の
保
護

者
が
参
加
。
う
ち

組
は
個
人
面
談

も
希
望
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
担
当
教
員

と
個
別
に
様
々
な
話
を
さ
れ
た
。

ま
た
、
短
大
で
は
教
育
懇
談
会
、

就
職
説
明
会
と
も
に
学
科
別
に
行
わ

れ

組
が
参
加
。

組
が
面
談
を
受

け
ら
れ
た
。

一
方
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

月

日
に
行
わ
れ
経
営
情
報
学
部

組
、
法
政
経
学
部

組
の
計

組
の
保
護
者
が
参
加
さ
れ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
本

人
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
安
心
し
て
相
談
が
で
き

る
」「
先
生
の
熱
意
、
気
概
が
感
じ

ら
れ
た
」「
子
供
の
こ
と
を
深
く
考

え
る
機
会
に
な
る
」「
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
た

だ
け
る
大
学
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

た
」「
ビ
デ
オ
で
生
き
生
き
し
て
い

る
姿
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
元
気
を

も
ら
っ
た
」
な
ど
、
様
々
な
ご
意
見
、

ご
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

大
学
大
学
大
学

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
記

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
記

勇
気
あ
る
行
動
の
必
要
性
痛
感

社
会
に
出
れ
ば
通
用
し
な
い
こ
と
も

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

営
業
に
同
行
さ
せ
て
頂
い
て
、
営

業
と
は
会
社
の
顔
と
な
っ
て
自
ら
が

取
引
先
へ
行
き
、
拒
絶
や
断
り
文
句

に
耐
え
な
が
ら
立
ち
向
か
っ
て
い
く

勇
気
あ
る
行
動

が
必
要
で
あ
る

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
客

様
に
満
足
し
て
頂
く
の
と
同
じ
く
ら

い
自
分
も
満
足
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
知
り
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
事
で
、
就
職
に
対

す
る
意
識
が
大
変
高
ま
り
ま
し
た
。

営
業
を
し
て
い
る
方
は
、
大
変
活
き

活
き
と
し
て
い
て
、

や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
、
体
験
し
た
事
を

も
と
に
、
自
分
に

や
り
が
い

を

持
て
る
よ
う
な
会
社
探
し
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
動
療
法
の
普
及
に
努
め
た
い

ム
改
善
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

仕
事
の
内
容
は
利
用
者
の
対
応（
ス

ト
レ
ッ
チ
を
一
緒
に
し
た
り
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
内
容
を
記
録
し
た
り
）
や
心

肺
運
動
負
荷
試
験
の
補
助
、
デ
ー
タ

の
打
ち
込
み
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

今
、
実
習
を
振
り
返
っ
て
多
く
の

事
を
学
べ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
自
分
が
将
来
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
職
業
を
実
際
に
し
て
い

る
先
輩
に
、
資
格
の
事
や
仕
事
の
取

り
組
み
方
を
聞
け
た
こ
と
や
、
常
に

利
用
者
の
気
持
ち
を
考
え
る
プ
ロ
意

識
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な

ど
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
知
識
の
な
さ
、

意
識
の
違
い
を
思
い
知
り
、
残
り
の

学
生
生
活
で
の
勉
強
の
取
り
組
み
方

を
見
直
す
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
と
い

う
分
野
は
世
間
に
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
運
動
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣
病
が
改
善
す

る
と
い
う
事
実
は
あ
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
様
々
な
知
識
を
学
ん
で
自
信
を

持
っ
て
社
会
に
出
て
、
私
も
運
動
療

法
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（

面
か
ら
の
続
き
）

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

国
文

高
山
玲
子

滝
井
高
校

全
商
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定

級

年
高
徳
未
来

同

級

年

平
井

遥

守
丘
彩

花

松
下
陽
子

前
川
恵
梨

大
城
里

恵英
検

級

年
今
木
千
鶴

江
口

理
恵

三
船
由
香
利

近
藤
祐
子

阪

口
桃
子

永
野
恵
里

西
村
安
優
子

濱
田
奈
恵

平
瀬
綾
夏

古
谷
美
也
子

村
田
あ
ゆ
み

大
和
田
高
校

英
検

級

年
木
村
真
奈
美

有

元
莉
恵

大
脇
さ
お
り

伊
藤
幸
祐

丸
川
翔
平

岡
田
あ
す
か

中
川
詩
織

松
村
真
唯

米
原
沙
知

友
国
辰
哉

嶋
田
千
紗

中
尾
さ
や
か

大
辻
雅

義

小
林
由
季

坂
下

遥

徳
川
郁

乃

村
上
真
帆

年

永
村
仁
来

山
本

翔

年

大
井
戸
菜
月

延

原

彩大
和
田
中
学

英
検
準

級

年

幣

優
香

蔵
内
紀
子

昨年同時
期に比べ

大学 短大
保護者懇談会
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大阪国際学園

大阪国際大学
大阪国際大学短期大学部

（枚方・守口）

後期年内授業中断
平成 年

後期授業（再開） （幼児保育以外）
（幼児保育 ）
（幼児保育 ）

補講 （幼児保育以外）
後期定期試験 （幼児保育以外）
追・再試験
卒業証書・学位記授与式（枚方）
卒業証書・学位記授与式（人間科学）
卒業証書・学位記授与式（短大）

大阪国際滝井高等学校
保護者会 （ 、 年）
授業終了式
冬季休業開始

平成 年
冬季休業終了
授業再開日、学年かるた会
学年末考査 （ 年）
学校見学会
年登校日

卒業式予行
卒業式
学年末考査
登校日
終業式
春季休業開始
学習合宿

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

イングリッシュフェスティバル予
行（中学）
イングリッシュフェスティバル
（中学）
スケート実習（中学）
終業式
スキー講習 （高校）

平成 年
始業式
全校集会（高校）
年授業修了（高校）

卒業式予行（高校）
卒業式（高校）
学年末考査 （高校）
卒業式予行、送る会（中学）
卒業式（中学）
学年末考査 （中学）
スキー講習 （中学）
終業式

大阪国際大和田幼稚園
終業式

平成 年
始業式
生活発表会
個人懇談会
年長組お別れ会
保育修了証書授与式
終業式

大阪国際学園

大阪国際大学
大阪国際大学短期大学部

（枚方・守口）

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園 ひとプ
ロ
フ
ィ
ー
ル

年
、
第

回
学
生

チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
に
企
画
を
採
択

さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
祭
り
「
ハ
ー
ン

来
訪
」
を
開
催
。
そ
の
時
に
企
画

チ
ー
ム
と
し
て
立
ち
上
げ
た
『

』
は
、
『
イ
ベ
ン
ト
チ
ー
ム

』
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
メ
ン
バ
ー

人
中

人

が
国
際
大
生
。
将
来
の
目
標
は
、

地
域
の
人
た
ち
を
ま
と
め
ら
れ
る

よ
う
な
、
ロ
ー
カ
ル
に
根
ざ
し
た

イ
ベ
ン
タ
ー
。

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
後
、
落
ち

着
く
ど
こ
ろ
か
、
チ
ー
ム
の
運
営
や

他
団
体
と
の
共
催
で
走
り
回
る
藤
田

さ
ん
だ
が
、

「
も
と
も
と
大
嫌
い
だ
っ
た
、
他
人

と
関
わ
る
こ
と
が
。」
と
言
う
か
ら

意
外
だ
。

「
自
分
と
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
以

外
に
関
心
が
な
い
、
ま
わ
り
を
見
下
し

た
よ
う
な
自
己
チ
ュ
ー
だ
っ
た
。」

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
高
校
卒
業

後
に
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
バ
イ
ト
リ
ー

ダ
ー
を
任
さ
れ
た
こ
と
。

「
後
輩
た
ち
に
全
く
尊
敬
さ
れ
な
い

先
輩
だ
っ
た
。
そ
れ
で
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
関
す
る
本
を
め
ち
ゃ
め

ち
ゃ
読
ん
だ
。
そ
の
後
、
紆
余
曲
折

あ
り
、
『

』
へ
と
続
き
、
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
、
人
と
出
会
う
の
が

楽
し
く
な
っ
て
き
た
。
人
は
知
り
合

う
ほ
ど
、
何
か
良
さ
が
あ
り
、
尊
敬

で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。」

『

』
発
足
時
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
支
え
て
い
た
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル

人
の
恋
人
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
女
と

は
別
れ
る
こ
と
に
。

「
正
直
揺
ら
ぎ
ま
し
た
。

ト
ッ
プ

の
片
方
が
消
え
、
ど
う
な
ん
ね
ん
、

俺
は
ど
う
し
よ
う
か
な
、
と
。
そ
ん

な
時
、『

人
で
も
立
て
』
と
言
っ

て
く
れ
る
人
が
い
た
。
こ
こ
で
や
め

た
ら
笑
わ
れ
る
ん
違
う
か
と
か
、
協

力
し
て
く
れ
た
人
々
の
期
待
に
応
え

た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
続
け
て
き

た
と
思
う
。」

そ
し
て
活
動
は
、

誰
か
の
た

め

か
ら

自
分
の
た
め

に
な
っ

て
い
っ
た
と
い
う
。

「
就
職
活
動
の
ネ
タ
に
、
み
た
い
な

動
機
で
始
め
た
こ
と
が
、
今
で
は
自

分
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
は
出
会
い
。
大
道
芸

や
自
然
工
作
の
お
じ
い
さ
ん
、
河
川

敷
ア
ー
ト
の
チ
ー
ム
。
俺
の
イ
ベ
ン

ト
の
師
匠
は
一
級
建
築
士
。
普
通
に

大
学
生
や
っ
て
た
ら
出
会
え
な
い
よ

う
な
人
が
、
俺
を
大
声
で
歓
迎
し
て

く
れ
る
。
今
は
自
分
の
生
き
る
場
所

だ
と
い
う
実
感
が
あ
る
。」

若
き
イ
ベ
ン
タ
ー
・
藤
田
を
見
守

り
支
え
て
く
れ
る
人
々
と
の
つ
な
が

り
が
、
彼
を
変
え
、
成
長
さ
せ
て

い
っ
た
。

「
次
は
、
ゲ
ル
を
自
分
た
ち
で
作

る
、
と
い
う
作
業
を
軸
に
、
人
の
集

ま
る
場
所
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま

す
。

回
目
は
手
探
り
で
、
無
理
や

り
人
を
集
め
た
。
祭
り
本
来
の
姿

は
、
地
域
に
人
が
い
て
、
一
つ
の
目

標
に
む
け
て
自
発
的
に
す
る
と
い
う

も
の
。
だ
か
ら
祭
り
を
し
た
い
雰
囲

気
を
ま
ず
作
る
と
こ
ろ
か
ら
か
と
。

普
段
の
生
活
で
、
世
代
、
男
女
、

大
学
、
国
籍
、
人
種
い
ろ
ん
な
壁
を

こ
え
て
交
流
す
る
の
は
実
際
の
と
こ

ろ
難
し
い
。
そ
れ
が
、
一
緒
に
作
業

を
す
る
と
、
自
然
と
会
話
が
生
ま

れ
、
壁
が
低
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。」

イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
を
語
り
出
す
と

途
端
に
目
が
輝
き
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ

る
。

「
さ
あ
、
ど
う
い
う
お
も
し
ろ
い
こ

と
を
し
よ
う
か
、
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
手
段
、
集
客
、
ル
ー
ト
、
い
ろ

ん
な
準
備
段
階
が
あ
っ
て
、
当
日
は

爆
発
で
す
。
大
阪
の
若
者
が
元
気
に

な
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
ん
で
す
よ
ね
。」

藤
田
泰
宏
さ
ん

さ
あ
、ど
う
い
う
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
し
よ
う
か
」

イ
ベ
ン
ト
で
自
分
の
生
き
る
場
所
を
見
つ
け
た

イ
ベ
ン
ト
チ
ー
ム

代
表

学
園
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
彫
像
や
レ
リ
ー
フ
が
飾
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
大
半
が
、
二
科
会
名
誉
理

事
で
彫
刻
家
の
日
高
正
法
氏
が
手
が

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
大
阪
国
際
滝

井
高
等
学
校
の
西
館
屋
上
に
建
つ

「
平
安
の
像
」
も
同
氏
に
よ
る
も
の

民
謡
な
ら
で
は
の
足
の
動
き

や
、
細
か
な
振
り
付
け
練
習
を

日
々
積
み
重
ね
た
、
年
長
組
の
子

ど
も
達
で
す
。
花
笠
を
持
ち
、
豆

絞
り
を
首
に
巻
き
、
意
欲
満
々
で

登
場
。
花
笠
を
使
っ
た
大
き
な
動

作
、
次
々
に
変
化
す
る
隊
形
移
動

も
見
せ
場
で
す
。
当
日
は
、
自
信

を
持
っ
て
堂
々
と
演
技
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
沢
山
の
方
か
ら

大
き
な
拍
手
を
受
け
、
皆
で
や
り

遂
げ
る
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
い
、

今
後
の
意
欲
に
も
繋
が
っ
た
意
義

あ
る
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
大
阪
国
際
大
和
田
幼
稚
園

教
諭

石
川

美
香
）

で
、
こ
の
学
園
に
学
び
巣
立
つ
人
々

に
、
平
和
へ
の
使
徒
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
。
今

も
通
学
す
る
生
徒
を
見
守
り
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
歴
代
理
事
長
、
初

代
幼
稚
園
長
の
胸
像
も
同
氏
に
よ
る

も
の
で
す
。

そ
ん
な
学
園
に
深
い
縁
の
あ
る
同

今
年
の
秋
も
大
学
祭
・
文
化
祭
で
各
キ
ャ
ン
パ
ス
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。
友
人
た
ち
と
力
を
あ
わ
せ
て

何
か
を
創
り
出
す
喜
び
と
自
信
は
、
さ
ら
に
充
実
し
た
学
園
生
活
を
送
る
た
め
の
力
と
な
る
に
違
い
な
い
。

国
際
大
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
祭
の
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
来
場
者
に
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
る
大
学
祭
に

す
る
！
と
い
う
意
志
を
こ
め
て
「

」。
一
方
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
優
花
祭
の
テ
ー
マ
は
「
全
力
疾

走
」。
目
の
前
に
あ
る
真
実
を
思
い
っ
切
り
楽
し
み
、
最
高
の
時
間
を
す
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
・
高
校
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
文
化
祭
が
行
わ
れ
た
。

最
高
の
時
間
を

大
学
祭

文
化
祭

最
高
の
時
間
を

大
学
祭

文
化
祭

氏
が
、
去
る

月

日
、

歳
で
逝

去
さ
れ
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。

大きな拍手を受けた花笠ロック

幼稚園運動会 月 日

年長組『花笠ロック』

守口キャンパス 優花祭
月 日、 日「全力疾走」

枚方キャンパス 大学祭
月 日、 日「 」

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
盛
り
上
が
る
ラ
イ
ブ

滝
井
高
校

文
化
祭

「
か
け
が
え
の
な
い
滝
井
、

か
け
が
え
の
な
い
青
春
」

月

日
、

日

大
和
田
高
校

グ
ロ
ー
バ
ル
祭

「

文
華
祭

弾
け
る
ハ
ー
ト
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

」

月

日

大
和
田
中
学

文
化
祭

月

日

屋外ステージでパワー炸裂 「姉妹校からの留学生も一緒に楽しんだよ」

男女協力して最高のヤキソバを 何が出るカナ？ 年 組「さわってみよう」

卒業式を迎えたクラスを明るく表現した「ハッチャケ の 」 名曲「聞こえる」を見事に歌い上げた全体コーラス

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
ク
イ
ズ
、
大
阪
国
際

大
学
の
ツ
ワ
モ
ノ
た
ち
が
勢
ぞ
ろ
い
。

一発芸は爆笑の連続

「
公
開
収
録
で
い
こ
う

」

枚
方

と
学
生
た
ち
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

大
学
祭
の
様
子
を
オ
ン
エ
ア

出
前
朝
日
に
よ
る
優
花
祭
新
聞
も
当
日
学

生
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た

焼き鳥いかがですか ゼミや有志の模擬店も、ずらりと並んだ。

本
紙
に
記
載
の
学
年
、肩
書
き
等
は

す
べ
て
情
報
収
集
時
の
も
の
で
、発
行

時
期
と
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご

了
承
願
い
ま
す
。

郵
送
不
要
の
方
、住
所
等
の
変
更
、

本
紙
に
関
す
る
ご
意
見
、ご
感
想
等
は

企
画
広
報
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。電

子
メ
ー
ル
も
ご
活
用
下
さ
い
。

本
紙
に
記
載
の
学
年
、肩
書
き
等
は

す
べ
て
情
報
収
集
時
の
も
の
で
、発
行

時
期
と
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご

了
承
願
い
ま
す
。

郵
送
不
要
の
方
、住
所
等
の
変
更
、

本
紙
に
関
す
る
ご
意
見
、ご
感
想
等
は

企
画
広
報
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。電

子
メ
ー
ル
も
ご
活
用
下
さ
い
。

祭祭
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